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輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,123 106.3%

一　般 ― 96.9%
宅配便（千個） 300,197 103.8%

輸送統計
平成28年8月分
▶国土交通省調べ

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
普通 中型 大型 計
10

（−4）
77

（9）
106

（−31）
193

（−26）

交通事故死者数（人）
9月30日現在 11月13日現在

2,758
（−146）

3,288
（−152）

全国の死亡
事故件数

2,673
（−162）

平成28年9月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ
ここまで来た天然ガストラック新時代【世界の天然ガス自動車の普及状況について③】／ト
ラック運送事業者のための経営のヒント 【横持ちと配送分離で労働時間短縮】…３面／食
の新旧街道を行く【唐辛子の道①「堺のおでんと七味唐辛子」】…７面

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

11/15〜12/14  1923
12/15〜H29.1/14  2624

２・３
・�トラック協会ニュース
・�官公庁ニュース（国交省等）

4・5
�＜年末・年始繁忙期に向けて・
労災防止特集＞
・�「陸上貨物運送事業における重
大な労働災害を防ぐためには」
（前編）

8 ・�女性の輝く現場から
�トラガールのお仕事。

2トン車でルート配送を行っている
藤森運輸㈱の幡司 沙菜（はたし・さな）さん

6・7
《冬期における安全運行特集》
・�「『雪道での事故ゼロ』目指して」

（鳥取・因伯通運㈱）
・�降雪時・積雪時における事故
防止のポイント

　

同
セ
ン
タ
ー
は
平
成
３
年

４
月
に
開
設
︒
時
代
に
マ
ッ

チ
し
た
研
修
内
容
の
充
実
を

図
る
た
め
改
修
が
計
画
さ

れ
︑
24
年
１
月
に
愛
知
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
理
事
会
で
承

認
︑
26
年
に
着
工
さ
れ
た
︒

27
年
８
月
に
︑
宿
泊
棟
の
シ

ン
グ
ル
ル
ー
ム
26
室
を
再
建

し
︑
適
性
診
断
室
や
運
転
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
な
ど
の
施
設
を

配
備
し
た
管
理
研
修
棟
が
完

成
し
た
こ
と
に
続
き
︑
今
年

３
月
に
は
運
転
練
習
コ
ー
ス
︑

実
技
研
修
棟
︑
全
天
候
型
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
コ
ー
ス
が
完

成
︵
本
紙
４
月
１
日
号
既

報
︶︒
今
年
３
月
に
着
工
し

た
︑
屋
内
実
技
練
習
場
と
第

１
駐
車
場
の
完
成
に
よ
り
︑

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
果
た

し
た
︒

　

小
幡
鋹
伸
愛
知
県
ト
協
会

長
は
式
典
の
中
で
あ
い
さ
つ

し
︑﹁
当
施
設
は
︑
①
安
全

②
健
康
で
長
生
き
③
災
害
対

応
④
貨
物
運
送
事
業
の
生
産

性
向
上
︱
︱
を
柱
に
据
え
て

い
る
︒
我
が
国
の
中
で
も
︑

モ
デ
ル
と
な
る
研
修
セ
ン
タ

ー
に
し
て
い
き
た
い
﹂
と
意

気
込
み
を
語
っ
た
︒

　

ま
た
︑
来
賓
と
し
て
星
野

良
三
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

会
長
は
﹁
中
部
ト
ラ
ッ
ク
総

合
研
修
セ
ン
タ
ー
に
は
開
設

以
来
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
の

研
修
や
人
材
育
成
の
講
座
で

先
導
的
な
役
割
を
担
っ
て
い

た
だ
い
た
︒
今
後
も
業
界
の

研
修
施
設
︑
交
通
安
全
対
策

　

ま
た
︑
今
年
10
月
14
日
に

締
結
さ
れ
た
愛
知
県
と
の
協

定
に
お
い
て
︑
大
規
模
災
害

発
生
時
の
緊
急
物
資
集
積
拠

点
と
し
て
同
セ
ン
タ
ー
を
活

用
す
る
こ
と
が
新
た
に
盛
り

込
ま
れ
た
︒

　

こ
れ
に
よ
り
︑
同
セ
ン
タ

ー
は
︑
東
海
地
震
や
南
海
ト

ラ
フ
地
震
な
ど
大
規
模
災
害

発
生
時
の
緊
急
物
資
輸
送
拠

点
と
し
て
の
機
能
も
併
せ
も

つ
こ
と
と
な
っ
た
︒

　

な
お
︑
同
協
定
に
は
︑
県

災
害
対
策
本
部
等
へ
の
物
流

専
門
家
の
派
遣
に
つ
い
て
も

新
た
に
加
え
ら
れ
て
お
り
︑

災
害
時
に
お
け
る
物
流
の
プ

ロ
育
成
に
も
同
セ
ン
タ
ー
が

活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
︒

の
要
と
し
て
の
役
割
を
果
た

さ
れ
る
こ
と
を
強
く
期
待
す

る
﹂
と
祝
辞
を
述
べ
た
︒

　

愛
知
県
ト
協
は
︑
27
年
10

月
に
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

に
お
け
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ

・
バ
ラ
ン
ス
（
Ｔ
Ｗ
Ｌ
Ｂ
）

協
議
会
﹂
を
立
ち
上
げ
︑
運

送
会
社
従
業
員
の
﹁
健
康
で

長
く
働
き
た
い
﹂
と
の
要
望

に
応
え
る
べ
く
︑
様
々
な
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
︒
同

セ
ン
タ
ー
で
は
︑
安
全
研
修

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
︑
屋
内

実
技
練
習
場
な
ど
を
活
用
し

た
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
づ

く
り
に
資
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
も
実
施
し
て
い
く
︒

﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
体
操
﹂
披
露

　

式
典
後
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で

は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
増

進
を
目
的
に
愛
知
県
ト
協
が

独
自
に
考
案
し
た
﹁
ド
ラ
イ

バ
ー
体
操
﹂が
披
露
さ
れ
た
︒

自
然
の
恵
み
活
か
し

省
エ
ネ
運
用
設
備

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
︑
環
境

面
に
配
慮
し
︑
実
技
研
修
棟

屋
上
に
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル

を
設
置
し
た
︒
こ
の
ほ
か
︑

Ｌ
Ｅ
Ｄ（
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
）

照
明
を
採
用
し
て
消
費
電
力

を
抑
え
る
と
と
も
に
︑
人
感

セ
ン
サ
ー
を
採
用
す
る
こ
と

で
ト
イ
レ
等
で
の
消
し
忘
れ

の
無
駄
を
な
く
す
な
ど
の
工

夫
も
し
た
︒
ま
た
︑
雨
水
を

地
下
タ
ン
ク
で
貯
め
お
き
︑

ト
イ
レ
洗
浄
水
に
再
利
用
す

る
︒

　

平
成
28
年
秋
の
叙
勲
・
褒

章
受
章
者
が
11
月
３
日
に
発

表
さ
れ
︑
叙
勲
伝
達
式
が
11

月
10
日
に
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
新
高
輪
で
行
わ
れ

た
︒
褒
章
伝
達
式
は
︑
11
月

15
日
に
国
土
交
通
省
で
行
わ

れ
る
︒
受
章
者
は
次
の
各
氏
︒

︻
叙
勲
︼

◎
旭
日
小
綬
章

▽
渡
邉
泰
夫
（
わ
た
な
べ
・
や

す
お
）
福
島
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
会
長
・
會
津
通
運
㈱

社
長
・
71
歳

▽
谷
本
義
治
（
た
に
も
と
・

よ
し
は
る
）
石
川
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
会
長
・
大
聖
寺
運

輸
㈱
代
表
取
締
役
・
75
歳

◎
旭
日
双
光
章

▽
坂
尾
洋
南
（
さ
か
お
・
ひ
ろ

な
み
）
兵
庫
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
副
会
長
・
冨
士
運
輸

㈱
社
長
・
73
歳

︻
褒
章
︼

◎
黄
綬
褒
章

▽
梶
竹
征
（
か
じ
・
た
け
ゆ

き
）
十
勝
地
区
ト
ラ
ッ
ク

協
会
副
会
長
・
清
水
運
送

㈱
代
表
取
締
役
・
71
歳

▽
亀
田
周
平
（
か
め
だ
・
し
ゅ

う
へ
い
）
元
・
栃
木
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
副
会
長
・
㈲
亀

田
運
送
会
長
・
73
歳

▽
野
地
昭
雄
（
の
じ
・
あ
き

お
）
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協

会
常
任
理
事
・
㈱
野
地
輸

送
社
長
・
73
歳

▽
小
野
啓
志（
お
の
・
ひ
ろ
し
）

広
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
理
事

・
㈱
丸
二
運
送
代
表
取
締

役
・
73
歳

28年秋の叙勲・褒章

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋
の
叙
勲
・
褒
章
に
栄
え
の
７
氏

星野 良三
全ト協会長

小幡 鋹伸
愛知県ト協会長

叙勲伝達式（11月10日、グランドプリンスホテル
新高輪）

屋内実技練習場（手前）と隣接する第１駐車場の完成によりグランドオープンを果たした

緊急物資集積拠点としての活用も期待される屋内実技練習場

多くの関係者を招いて開かれた記念式典㊤。式典後のパーティーでは「ドラ
イバー体操」が披露され、参加者も一緒になって体操した㊦

旭日小綬章
渡邉 泰夫氏

旭日小綬章
谷本 義治氏

旭日双光章
坂尾 洋南氏

黄綬褒章
亀田 周平氏

黄綬褒章
野地 昭雄氏

黄綬褒章
梶 竹征氏

黄綬褒章
小野 啓志氏

　

愛
知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
小
幡
鋹
伸
会

長
）
が
運
営
す
る
中
部
ト
ラ
ッ
ク
総
合
研

修
セ
ン
タ
ー
で
は
︑
こ
の
ほ
ど
施
設
補

完
整
備
事
業
が
完
了
し
︑
グ
ラ
ン
ド
オ

ー
プ
ン
し
た
こ
と
か
ら
︑
11
月
１
日
に
施

設
完
成
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
︒

　

式
典
に
は
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
か

ら
星
野
良
三
会
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
︒

ま
た
︑
同
じ
く
来
賓
と
し
て
大
村
秀
章

愛
知
県
知
事
や
田
端
浩
国
土
交
通
省
国

土
交
通
審
議
官
な
ど
多
数
出
席
し
︑
完

成
を
祝
っ
た
︒

「
安
全
性
向
上
」「
健
康
増
進
」「
災
害
対
応
」「
生
産
性
向
上
」

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
見
据
え
全
面
刷
新

中部トラック総合研修センター
１１月１日 グランドオープン

緊
急
物
資
集
積
拠
点
に
活
用

愛
知
県
と
協
定
締
結

大
規
模
災
害
に
対
応
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

N
ew

s 2016.11.1—
11.15

新規許可
貨物自動車
運送事業者数
（平成28年8月末）
全日本トラック協会調査
運
輸
局
都道
府県

平成
28年
８月

前年
同期
比

北海道 36 1 

東
北

青　森 9 4 
岩　手 8 -3 
宮　城 19 1 
秋　田 4 1 
山　形 4 -4 
福　島 24 11 

計 68 10 

関
東

茨　城 10 -5 
栃　木 14 8 
群　馬 10 3 
埼　玉 30 2 
千　葉 27 3 
東　京 39 2 
神奈川 24 -3 
山　梨 5 2 

計 159 12 

北
陸
信
越

新　潟 6 0 
長　野 5 0 
富　山 5 1 
石　川 3 -2 

計 19 -1 

中
部

福　井 2 -5 
岐　阜 17 8 
静　岡 16 4 
愛　知 31 3 
三　重 9 -4 

計 75 6 

近
畿

滋　賀 10 5 
京　都 14 0 
大　阪 67 2 
兵　庫 34 13 
奈　良 6 2 
和歌山 5 -5 

計 136 17 

中
国

鳥　取 4 1 
島　根 4 1 
岡　山 10 -3 
広　島 17 3 
山　口 3 -2 

計 38 0 

四
国

徳　島 7 6 
香　川 8 4 
愛　媛 5 1 
高　知 3 -4 

計 23 7 

九
州

福　岡 20 -8 
佐　賀 3 -1 
長　崎 5 -1 
熊　本 5 -2 
大　分 6 0 
宮　崎 8 3 
鹿児島 9 -2 

計 56 -11 
沖　縄 12 2 

※ 2 -4 
合　計 624 39 

※申請者住所が当該運輸局管
轄外の都道府県

注１）一般・特積に限る。
注２）各地方運輸局ホームペー

ジおよび都道府県トラック
協会からの情報により全
日本トラック協会が集計。

冬道走行への準備
〔第61回〕

　つい先日、博多駅前の道路が陥没するという大事故が発生
しました。幸い早朝だったので死傷者はありませんでしたが、
昼間であれば大惨事になっていたかもしれません。地震など
の災害発生時は別として、通常時に道路が陥没するかもしれ
ないと想定して通行している人や車はいないでしょう。道路
は不動のものであり、突然陥没したり崩壊することはないと
いう前提がなければ道路交通は成り立たないからです。その
一方で、道路は傷みやすいということも忘れてはならないで
しょう。特に過積載は道路を傷める大きな要因となります。
「過積載は絶対NO！」を徹底しましょう。

●凍結路面に注意
Ａさん「道路といえば、これからの時期は路面の凍結に注意

が必要だね」
Ｂさん「雪が降らなくたって、路面は凍結するからね」
Ａさん「特に雨が降った後の深夜から明け方は要注意だよ。

気温が下がれば、路面に残った雨水が凍りついてし
まう恐れがあるからね」

Ｂさん「それと橋の上やトンネルの出入口、切通しなども凍結
しやすいといわれているから注意しないとね」

Ａさん「ただ、凍結しやすいということが頭では分かっていて
も、積雪路面と違って凍結路面は見えにくいからね。
どうしても発見が遅れやすくなる」

Ｂさん「だから凍結しやすい場所では、まずスピードを落と
す。それから路面の状態に十分目を向け、ハンドルや
ブレーキ操作を慎重に行うということが大切だね」

Ａさん「特にブレーキ操作には細心の注意が必要だよ。強く
踏むと、スリップして車のコントロールが効かなくな
るからね。ブレーキを踏む時はゆっくりと静かに踏
む、これを徹底しないと」

Ｂさん「ソフトブレーキってことだね」

●タイヤチェーンのチェック
Ａさん「それから、この時期はタイヤチェーンが装備されてい

るか、タイヤチェーンに損傷がないかなどをチェック
する必要がある」

Ｂさん「チェーンが摩耗していたり傷があったら、走行中に
チェーン切れを起こす恐れがあるからね」

Ａさん「もし、走行中にチェーンが切れたら、自分の車の走行
に支障が出るだけでなく、路上に放置されたチェーン
が他車の走行の障害になってしまう」

Ｂさん「ともかくチェーンは冬場の必需品だからね。寒冷地や
山間部を走るトラックはもちろんだけど、そうでない
場合でも、最近の気象状況を考えると、携行していた
ほうが安心だしね」

Ａさん「それと、冬用タイヤを着けていてもチェーンは携行し
ておいたほうがいい。場所によってはチェーンを着け
ないと走れないケースもあるし、『チェーン装着車以
外は通行止め』という規制が出されることもある」

Ｂさん「ただ、チェーンを携行していても装着するのが遅れる
と、携行している意味がなくなる。早めに脱着場など
の安全な場所で装着することが大切だね」

Ａさん「いざという時にスムーズに装着できるよう、あらかじ
め装着の練習をしておくといいね」

Ｂさん「積雪路から普通の路面に変わってチェーンが必要で
なくなったら、早めに取り外すことも重要なことだ
よ」

Ａさん「そのまま走り続けたら、チェーンが傷んでチェーン切
れの原因になるし、道路も傷めてしまうしね」

●寒冷地走行の必需品
Ｂさん「寒冷地や降雪地域を走行する場合は、スタックなど

の万一の事態に備えて、けん引ワイヤー（ロープ）や
スコップ、手袋、防寒具、長靴、懐中電灯、ブースター
ケーブルなども装備しておくようにしたいね」

Ａさん「積雪路では路肩が分からずスタックしたり、渋滞で長
時間立往生することもあるからね」

Ｂさん「それから、けん引フックの場所や取り扱い方も確認し
ておくことが大切だよ。けん引フックは、通常はカ
バーに覆われて見えないところにあるし、場所が分
かっても使い方を誤ると脱出できなくなる」

Ａさん「確かにそうだ。備えあれば憂いなし。しっかりとし
た冬場の準備をしておきたいね」

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
平
成
28
年
11
月
16
日
㈬

～
平
成
29
年
１
月
10
日
㈫
ま

で
︑
第
56
回
﹁
正
し
い
運
転

・
明
る
い
輸
送
運
動
﹂
を
実

施
す
る
︒
こ
の
運
動
は
︑
交

通
・
労
働
災
害
事
故
の
防

止
︑
環
境
保
全
お
よ
び
輸
送

秩
序
の
確
立
に
よ
り
︑
円
滑

な
輸
送
の
達
成
を
図
り
︑
年

末
年
始
の
輸
送
繁
忙
期
に
お

け
る
安
全
・
安
心
な
輸
送
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
︒ 

　

今
回
の
運
動
で
は
︑
①
荷

役
作
業
時
の
安
全
確
保
の
徹

底
②
健
康
診
断
の
受
診
の
徹

底
③
確
実
な
点
呼
の
実
施 

④
飲
酒
運
転
お
よ
び
危
険
ド

ラ
ッ
グ
の
根
絶
⑤
過
労
運
転

防
止
の
徹
底
⑥

追
突
事
故
お
よ

び
交
差
点
に
お

け
る
事
故
防
止

の
徹
底
︱
︱
を

事
故
防
止
に
関

す
る
重
点
項
目

と
し
て
取
り
組

む
︒
特
に
︑
今
回
か
ら
重
点

項
目
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
た

﹁
追
突
事
故
防
止
﹂
に
取
り

組
む
た
め
︑
今
号
の
﹃
広
報

と
ら
っ
く
﹄
に
は
︑
追
突
事

故
防
止
に
特
化
し
た
啓
発
ポ

ス
タ
ー
︵
写
真
︶
を
刷
り
込

ん
だ
︒
ポ
ス
タ
ー
で
は
︑﹁
ト

ラ
ッ
ク
に
よ
る
死
傷
事
故
の

過
半
数
︑
高
速
で
は
約
７
割

が
追
突
事
故
で
す
﹂
と
警
鐘

を
鳴
ら
し
︑﹁
常
に
渋
滞
を

見
据
え
た
安
全
運
転
を
！
﹂

と
呼
び
か
け
て
い
る
︒

国
会
議
員
に
対
し
最
重
点

要
望
事
項
を
説
明

自
民
党
自
動
車
議
員
連
盟

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
11
月
11
日
に
衆
議
院
第

一
議
員
会
館
で
開
催
さ
れ
た

自
由
民
主
党
自
動
車
議
員
連

盟
（
額
賀
福
志
郎
会
長
）
自

動
車
政
策
懇
談
会
に
出
席

し
︑
平
成
29
年
度
税
制
改
正

・
予
算
要
望
を
行
っ
た
︒

　

全
ト
協
か
ら
は
︑
坂
本
克

已
副
会
長
と
福
本
秀
爾
理
事

長
が
出
席
し
た
︒

　

会
で
は
冒
頭
︑
自
動
車
関

係
団
体
を
代
表
し
て
︑（
一

社
）
日
本
自
動
車
会
議
所
の

小
枝
至
会
長
が
あ
い
さ
つ
︒

そ
の
後
︑
各
自
動
車
関
係
団

体
が
要
望
事
項
を
説
明
し
た
︒

　

全
ト
協
か
ら
は
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
が
置
か
れ
て
い

る
現
状
を
説
明
し
た
後
︑
①

高
速
道
路
の
積
極
的
な
活
用

に
向
け
た
諸
施
策
の
実
現
②

中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
の

延
長
③
自
動
車
関
係
諸
税
の

軽
減
︱
︱
な
ど
を
柱
と
し

た
︑
29
年
度
税
制
改
正
・
予

算
に
関
す
る
最
重
点
要
望
事

項
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
︒

12
月
28
日
ま
で

　
　
　
公
募
期
間
を
延
長

中
央
近
代
化
基
金
・

激
甚
災
害
融
資

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑﹁
平
成
28
年
８
月
16
日

か
ら
９
月
１
日
ま
で
の
暴
風

雨
及
び
豪
雨
﹂
が
激
甚
災
害

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
︑
中
央
近
代
化
基
金
﹁
激

甚
災
害
融
資
﹂
の
推
薦
申
込

公
募
を
︑
10
月
３
日
か
ら
10

月
31
日
ま
で
受
け
付
け
て
い

た
が
︑
公
募
期
間
を
12
月
28

日
ま
で
延
長
す
る
︒

　

公
募
要
綱
や
申
請
書
類
等

の
詳
細
に
つ
い
て
は
︑
全
ト

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の

こ
と
︒

高
い
指
数
で
推
移
す
る
も

前
月
比
・
前
年
同
月
比
と

も
に
減Ｗ

ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
成
約
運
賃

指
数
10
月
分

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連

合
会
は
11
月
７
日
︑
平
成
28 

年
10
月
分
の
求
荷
求
車
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ

Ｉ
Ｔ
）
成
約
運
賃
指
数
を
発

表
し
た
︒

　

28
年
10
月
の
運
賃
指
数

は
︑
対
前
月
比
１
ポ
イ
ン
ト

減
︑
対
前
年
同
月
比
３
ポ
イ

ン
ト
減
の
１
１
４
で
︑
依
然

と
し
て
高
い
指
数
で
推
移
し

て
い
る
も
の
の
︑
28
年
５
月

以
降
︑
前
年
同
月
の
指
数
を

下
回
っ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
10
月
末
現
在
の
求

車
登
録
件
数
は
10
万
８
６
１

４
件
と
対
前
年
同
月
比
２
４

２
２
件
増
（
２
・
３
％
増
）︑

対
前
月
比
２
４
１
７
件
増（
２

・
３
％
増
）
で
あ
り
︑
加
入

者
数
の
増
加
に
伴
い
︑
引
き

続
き
求
車
需
要
が
高
い
状
況

が
続
い
て
い
る
︒

創
立
50
周
年
記
念
事
業「
ト

ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ 

Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ 

２
０
１
６
」
開
催

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
千
原
武
美
会
長
）
は
10
月

30
日
︑
渋
谷
区
の
代
々
木
公

園
で
﹁
ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

２
０
１
６
～
親

子
で
体
験
！ 

安
全
と
環
境
﹂

を
開
催
し
た
︒

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
︑
東
ト
協

創
立
50
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
︑

約
１
万
８
千
人
が
来
場
し
た
︒

　

野
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
︑
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
や

表
彰
式
︑
一
輪
車
演
舞
や
キ

ッ
ズ
ダ
ン
ス
な
ど
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
た
ほ
か
︑

隣
接
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
は
︑

東
ト
協
各
支
部
や
協
賛
企
業

・
団
体
等
が
ブ
ー
ス
を
展

開
︒子
ど
も
た
ち
が﹁
運
ぶ
﹂

仕
事
を
体
験
で
き
る
参
加
型

の
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
︵
写

真
︶
を
設
け
る
な
ど
︑
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
の
役
割
を
は
じ
め
︑

ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
業
界
の
取

り
組
み
を
広
く
都
民
に
Ｐ
Ｒ

し
た
︒

　

ま
た
︑
各
支
部
が
ラ
ー
メ

ン
や
焼
き
そ
ば
︑
ち
ゃ
ん
こ

鍋
な
ど
の
販
売
ブ
ー
ス
を
出

店
し
た
飲
食
・
物
販
エ
リ
ア

﹁
マ
ル
シ
ェ
﹂
は
︑
家
族
連

れ
を
は
じ
め
︑
と
り
わ
け
多

く
の
人
々
で
賑
っ
た
︒

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～運転免許制度編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶  荷主の構内など道路外で人身事故を起こした場合は、免許
取消しや停止などの行政処分の対象にはならない。

  （ ○・× ）
❷  どんな違反をしても、反則金を支払えば刑事処分は免除さ

れる。（ ○・× ）
❸  大型免許は、中型免許を取得した後でなければ取得できな

い。（ ○・× ）
❹  故障車をロープで牽引する場合は、牽引免許は必要ない。

（ ○・× ）
❺  運転免許の適性試験における視力の合格基準は、大型免許

や中型免許の場合、両眼で0.8以上、一眼でそれぞれ0.3以
上である。（ ○・× ）

 （解答は７面）

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

食
堂
・
宿
泊
・
浴
室
を
一

時
休
業

金
沢
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

金
沢
Ｔ
Ｓ
は
︑
修
繕
工

事
の
た
め
︑
次
の
通
り
施

設
を
一
時
休
業
し
て
い
る
︒

▽
１
階
（
食
堂
他
全
て
）

：
11
月
18
日
㈮
午
前
９

時
ま
で

▽
２
階
（
宿
泊
・
浴
室
他

全
て
）
：
11
月
19
日
㈯
午

前
８
時
ま
で

食
堂
を
一
時
休
業

亀
山
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

亀
山
Ｔ
Ｓ
は
︑
修
繕
工

事
の
た
め
︑
次
の
通
り
食

堂
を
一
時
休
業
す
る
︒

▽
11
月
18
日
㈮
～
11
月
21

日
㈪
終
日
休
業
（
11
月
22

日
㈫
午
前
７
時
よ
り
営
業

再
開
）

（
11
月
15
日
〜
11
月
30
日
）

▽
11
月
24
日

・
平
成
28
年
度
第
２
回
青
年
部

会
全
国
代
表
者
協
議
会

▽
11
月
25
日

・
第
６
回
労
働
安
全
・
衛
生
委

員
会

▽
11
月
28
日

・
第
42
回
引
越
部
会

トラック運送業界からの要望事項を説明する坂
本副会長（11月11日、衆議院第一議員会館）

追
突
防
止
ポ
ス
タ
ー
を

　
　
　
　
　

 

刷
り
込
み

16
日
か
ら
「
正
し
い
運
転
・

明
る
い
輸
送
運
動
」
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全
国
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
が
実

施
さ
れ
て
い
る
︒
荷
主
と
事
業
者

の
協
力
に
よ
っ
て
労
働
条
件
を
改

善
す
る
と
い
う
試
み
は
画
期
的
だ
︒

あ
え
て
言
え
ば
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

に
協
力
し
て
い
る
の
は
︑
比
較
的

良
好
な
関
係
に
あ
る
荷
主
と
事
業

者
の
よ
う
な
観
が
あ
る
︒
だ
が
︑

先
駆
的
な
事
例
と
し
て
範
を
垂
れ

る
こ
と
が
で
き
︑
今
後
の
業
界
全

体
の
取
り
組
み
に
繋
が
れ
ば
喜
ば

し
い
と
思
う
︒

　

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
よ
う
に
第

三
者
が
介
在
し
た
労
働
条
件
改
善

へ
の
取
り
組
み
で
は
な
く
︑
荷
主

に
働
き
か
け
る
自
ら
の
努
力
に
よ

っ
て
労
働
時
間
短
縮
を
実
現
し
て

い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
︒
あ
る
い
は

事
業
者
同
士
の
提
携
で
労
働
条
件

を
改
善
し
た
取
り
組
み
も
あ
る
︒

こ
う
し
た
事
例
を
紹
介
し
︑
労
働

条
件
改
善
へ
の
参
考
に
供
し
た
い
︒

　

東
北
地
方
の
あ
る
県

の
事
業
者
は
︑
荷
主
で

あ
る
仙
台
の
物
流
セ
ン

タ
ー
か
ら
６
台
の
配
送

車
で
出
発
し
︑
自
社
の

地
元
の
県
内
全
域
に
そ

の
ま
ま
店
舗
配
送
し
て

い
た
︒
仙
台
ま
で
は
別

の
荷
主
の
荷
物
を
積
ん

で
い
く
の
で
︑
空
車
で

引
き
取
り
に
行
く
わ
け
で
は
な

い
が
︑
仙
台
か
ら
荷
物
を
積
ん

で
地
元
の
県
ま
で
戻
り
︑
直
接

配
送
す
る
た
め
ド
ラ
イ
バ
ー
の

労
働
時
間
が
長
く
な
る
︒

　

そ
こ
で
︑
仙
台
の
拠
点
か
ら

大
型
車
で
地
元
ま
で
横
持
ち
し
︑

自
社
セ
ン
タ
ー

で
他
の
荷
主
の

商
品
と
積
み
合

わ
せ
て
共
同
配

送
す
る
と
い
う

提
案
を
し
た
︒

配
送
車
の
運
賃

は
車
建
て
だ
っ

た
が
︑
共
同
配

送
で
は
個
建
て

に
し
︑
横
持
ち

輸
送
は
車
建
て

運
賃
と
す
る
︒

こ
の
提
案
が
採

用
さ
れ
る
ま
で

に
は
約
１
年
か

か
っ
た
が
︑
荷

主
に
と
っ
て
は

ト
ー
タ
ル
で
コ
ス
ト
削
減
に
な

っ
た
︒
事
業
者
側
で
は
︑
県
内

の
共
同
配
送
の
荷
物
が
増
え
た

た
め
配
送
車
両
を
２
台
増
や
し

た
︒
だ
が
単
純
計
算
で
は
︑
従

来
と
同
じ
商
品
数
を
車
両
４
台

減
で
配
送
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
︒
ま
た
仙
台
か
ら
の
横
持
ち
車

両
に
つ
い
て
は
︑
帰
り
荷
の
コ
ン

ス
タ
ン
ト
な
確
保
と
な
る
︒
さ
ら

に
︑
仙
台
～
地
元
間
の
横
持
ち
輸

送
と
県
内
の
配
送
業
務
を
分
離
し

た
こ
と
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働

時
間
の
短
縮
が
実
現
し
た
︒

　

こ
の
事
業
者
は
大
型
車
で
関
東

に
も
運
ん
で
い
る
が
︑
北
関
東
の

事
業
者
と
提
携
し
て
４
～
５
時
間

の
労
働
時
間
短
縮
も
実
現
し
た
︒

そ
れ
以
前
は
関
東
ま
で
幹
線
輸
送

し
て
︑
そ
の
ま
ま
関
東
圏
内
の
数

か
所
に
納
品
し
て
い
た
︒
こ
の
納

品
だ
け
で
４
～
５
時
間
か
か
っ
て

い
た
の
で
あ
る
︒
そ
こ
で
︑
北
関

東
の
事
業
者
ま
で
幹
線
輸
送
し
て

荷
を
降
ろ
し
︑
関
東
県
内
の
配
送

は
提
携
事
業
者
の
中
ロ
ッ
ト
の
共

同
配
送
網
に
載
せ
て
も
ら
う
よ
う

に
し
た
︒
そ
れ
だ
け
で
ド
ラ
イ
バ

ー
の
労
働
時
間
を
４
～
５
時
間
短

縮
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒
こ
の
荷

主
の
荷
物
が
増
え
て
い
る
の
で
︑

現
在
ト
レ
ー
ラ
化
を
検
討
し
て
い

る
と
い
う
︒
ト
レ
ー
ラ
な
ら
提
携

事
業
者
の
所
で
荷
卸
し
作
業
を
し

な
く
て
済
む
た
め
︑
さ
ら
に
時
間

を
短
縮
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
︒

　

こ
の
よ
う
に
工
夫
と
努
力
次
第

で
は
︑
労
働
条
件
の
改
善
を
進
め

る
余
地
は
あ
る
︒

第
174
回

横持ちと配送分離で労働時間短縮

時

こ
こ
ま
で
来
た

新
代

天天
然然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

　

今
秋
︑
欧
州
に
お
い
て
積
極
的
に

天
然
ガ
ス
自
動
車
（
Ｎ
Ｇ
Ｖ
）
導

入
を
進
め
て
い
る
企
業
お
よ
び
団
体

を
訪
問
し
︑普
及
の
現
状
︑考
え
方
︑

普
及
の
た
め
の
政
策
・
施
策
︑
将
来

の
見
通
し
等
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が

で
き
た
︒
こ
こ
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
用

Ｎ
Ｇ
Ｖ
に
関
連
す
る
話
題
を
紹
介

し
た
い
︒

　

オ
ラ
ン
ダ
で
は
︑
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム

に
あ
る
液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）

充
填
所
︵
写
真
①
︶
と
シ
ェ
ル
オ
フ

ィ
ス
を
訪
問
し
た
︒
視
察
し
た
Ｌ
Ｎ

Ｇ
充
填
所
は
無
人
操
業
で
あ
り
︑

遠
隔
で
安
全
監
視
を
す
る
︒
運
送

会
社
は
燃
料
が
安
く
な
る
こ
と
を
希

望
し
て
お
り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る

セ
ル
フ
充
填
が
実
施
さ
れ
︑
１
日
約

10
台
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
ト
ラ
ッ
ク
が
訪
れ

る
︒
セ
ル
フ
充
填
に
は
資
格
が
必
要

で
あ
る
が
︑
１
日
の
実
地
試
験
だ
け

で
取
得
で
き
る
と
の
こ
と
で
あ
る
︒

Ｌ
Ｎ
Ｇ
充
填
所
で
は
︑
同
様
の
Ｌ

Ｎ
Ｇ
充
填
所
は
国
内
に
16
か
所
存

在
し
︑
そ
の
う
ち
５
か
所
は
シ
ェ
ル

の
ス
タ
ン
ド
で
あ
る
︒
シ
ェ
ル
オ
フ
ィ

ス
で
は
政
府
関
係
者
も
交
え
て
︑

Ｌ
Ｎ
Ｇ
・
圧
縮
天
然
ガ
ス
（
Ｃ
Ｎ

Ｇ
）
ト
ラ
ッ
ク
と
充
填
所
の
状
況
お

よ
び
導
入
計
画
を
聞
い
た
︒
そ
れ
に

よ
る
と
︑
Ｌ
Ｎ
Ｇ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築

を
進
め
て
お
り
︑
最
近
は
日
本
に
も

そ
の
有
効
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る

と
い
う
︒

　

パ
リ
で
は
︑
Ｃ
Ｎ
Ｇ
充
填
所
を

見
学
し
た
︵
写
真
②
︶︒
朝
早
く
か

ら
途
切
れ
な
く
大
小
の
ト
ラ
ッ
ク
が

訪
れ
︑
５
～
10
分
で
充
填
作
業
を

終
え
て
い
た
︒
大
手
ス
ー
パ
ー
も
Ｃ

Ｎ
Ｇ
価
格
の
安
さ
に
加
え
︑
Ｃ
Ｏ
２

削
減
効
果
と
低
騒
音
を
評
価
し
て

Ｎ
Ｇ
Ｖ
の
導
入
を
進
め
て
い
る
︒
仏

Ｎ
Ｇ
Ｖ
協
会
（
Ａ
Ｆ
Ｇ
Ｎ
Ｖ
）
の

普
及
推
進
施
策
に
呼
応
し
た
活

動
を
展
開
し
て
い
る
︑
パ
リ
周

辺
自
治
体
の
ガ
ス
・
電
力
組
合

（Sigeif

）
を
訪
問
し
た
︒
環

境
問
題
を
重
視
し
て
い
る

Sigeif

は
︑﹁
貨
物
輸
送
用
燃

料
に
は
天
然
ガ
ス
車
し
か
な
い
﹂

と
認
識
し
︑
と
く
に
充
填
所
に

つ
い
て
は
︑
民
間
の
努
力
だ
け
で
は

整
備
が
進
ま
な
い
と
考
え
て
い
る
︒

そ
こ
で
︑
行
政
や
民
間
企
業
と
連

携
し
て
ス
タ
ン
ド
の
建
設
・
運
営
を

進
め
る
活
動
の
旗
振
り
役
を
担
っ
て

い
る
︒
現
在
計
画
中
の
ス
タ
ン
ド
で

は
︑
汚
水
・
ご
み
処
理
会
社
や
隣

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
︑
ガ
ス
輸
送

会
社
な
ど
様
々
な
企
業
と
連
合
体

を
組
み
︑
ス
タ
ン
ド
運
営
の
計
画
や

研
究
を
行
っ
て
い
る
︒

　

ド
イ
ツ
で
は
︑
高
圧
コ
ン
プ
レ
ッ

サ
ー
メ
ー
カ
ー
と
し
て
世
界
的
に
シ

ェ
ア
の
高
い
バ
ウ
ア
ー
社
を
訪
問
し

た
︒
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
︑
デ
ィ
ス
ペ

ン
サ
ー
な
ど
の
Ｃ
Ｎ
Ｇ
充
填
関
連

設
備
を
世
界
中
に
輸
出
し
て
い
る

が
︑
日
本
は
規
制
が
厳
し
く
断
念

し
た
経
緯
が
あ
る
と
の
こ
と
︒
規
制

に
つ
い
て
は
︑
日
本
と
欧
州
の
考
え

方
に
大
き
な
差
が
あ
り
︑
我
が
国
の

Ｎ
Ｇ
Ｖ
普
及
を
阻
む
一
因
と
言
え
よ

う
︒
最
後
に
﹁
ハ
ノ
ー
バ
ー
モ
ー
タ

ー
シ
ョ
ー
（
商
用
車
）﹂
を
視
察
し

た
︵
写
真
③
︶︒
Ｉ
Ｔ
技
術
で
高
度

化
す
る
運
転
支
援
シ
ス
テ
ム
︑
自
動

運
転
技
術
の
ほ
か
︑
最
新
モ
デ
ル
の

Ｌ
Ｎ
Ｇ
ト
ラ
ッ
ク
と
高
性
能
エ
ン
ジ

ン
を
調
査
し
た
︒

　

欧
州
で
は
︑
低
Ｃ
Ｏ
２
排
出
に
加

え
︑
税
制
優
遇
や
適
切
な
規
制
運

用
が
な
さ
れ
て
お
り
︑
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
の

メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
︒
安
く
て
使
い

勝
手
が
良
け
れ
ば
自
ず
と
普
及
が

進
む
の
は
当
然
で
あ
り
︑
我
が
国
で

の
今
後
の
活
動
の
方
向
性
を
再
認
識

で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
っ

た
︒

（
特
別
顧
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

天
然
ガ
ス
自
動
車
フ
ォ
ー
ラ
ム
［
事
務
局
：
（
一

社
）
日
本
ガ
ス
協
会
）］
の
２
０
１
６
年
度
海

外
視
察
の
結
果
を
参
考
に
ま
と
め
ま
し
た
）
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交
通
機
関
の
会
社
提
供
な

ど
特
殊
な
事
情
が
な
い
限

り
通
勤
災
害
扱
い
に

︻
解
説
︼
ま
ず
︑
出
・
退
勤
途
上
の

災
害
に
つ
い
て
は
︑
労
働
災
害
保
険

　

会
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
、
前
日

か
ら
の
長
時
間
の
時
間
外
勤
務

を
終
え
て
、
早
朝
、
自
家
用
車

で
帰
宅
途
中
、
対
向
車
と
正
面

衝
突
し
、
即
死
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
通
勤
災
害
は
間
違
い
な
い
の

で
し
ょ
う
が
、
弊
社
に
は
社
内
上

積
み
給
付
制
度
が
あ
る
た
め
、
遺

族
か
ら
「
長
時
間
残
業
に
よ
る

疲
労
が
原
因
の
業
務
上
災
害
に

な
ら
な
い
か
」
と
の
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
ま
し
た
。
い
か
が
な
も
の

で
し
ょ
う
か
。  第125回 

残業疲れによる帰宅途
中の交通事故は労災に
ならないか

に
よ
り
通
勤
災
害
と
し
て
保
護
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
︑
皆
さ
ん
ご
存
知
の

通
り
で
す
︒
当
然
こ
の
ケ
ー
ス
も
︑

通
勤
災
害
の
扱
い
と
な
る
の
は
間
違

い
な
い
で
し
ょ
う
︒

　

し
か
し
︑
出
・
退
勤
途
上
で
あ
っ

て
も
︑
労
働
者
が
事
業
主
の
支
配
下

に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
特
殊
の
事
情

が
あ
る
時
に
は
︑
そ
の
間
に
生
じ
た

災
害
に
つ
い
て
は
業
務
遂
行
性
が
認

め
ら
れ
︑
業
務
上
災
害
と
さ
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
︒

　

例
え
ば
︑
事
業
場
の
場
所
的
︑
地

域
的
事
情
な
ど
か
ら
︑
事
業
主
が
専

用
の
交
通
機
関
を
労
働
者
の
通
勤
用

に
提
供
し
て
い
る
場
合
が
そ
う
で
す
︒

そ
の
利
用
が
︑
事
業
主
の
拘
束
を
受

け
て
い
る
の
と
同
じ
状
態
と
み
ら
れ
︑

業
務
上
の
災
害
と
さ
れ
る
わ
け
で
す
︒

ま
た
︑
出
・
退
勤
の
途
上
で
も
︑
事

業
主
の
業
務
命
令
に
よ
り
︑
あ
る
い

は
明
示
の
業
務
命
令
が
な
く
て
も
︑

職
務
上
︑
当
然
行
う
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
業
務
の
た
め
︑
そ
の
場
所
に
向

か
っ
た
場
合
な
ど
も
特
殊
な
事
情
が

あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
ま
す
︒

　

そ
こ
で
今
回
の
ケ
ー
ス
で
す
が
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
が
徹
夜
に
近
い
時
間
外

の
深
夜
勤
務
を
行
っ
た
の
ち
の
退
勤

途
上
の
災
害
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
︑

そ
の
こ
と
が
事
業
主
の
支
配
下
に
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
︑
特
殊
な
事
情
に

該
当
す
る
か
ど
う
か
が
問
題
に
な
り

ま
す
︒

　

第
一
に
︑
自
家
用
車
で
帰
る
途
中

と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
︑
最
初
に
挙

げ
た
事
業
主
の
提
供
し
た
専
用
の
交

通
機
関
に
よ
る
災
害
で
な
い
こ
と
は

明
ら
か
で
す
︒

　

次
に
︑
被
災
当
日
の
残
業
後
︑
特

段
の
用
件
も
な
く
直
接
自
宅
に
向
か

う
途
中
の
事
故
で
す
か
ら
︑
当
然
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
は
そ
の
日
の
残
業
業
務

を
終
了
し
︑
退
勤
の
途
上
︑
つ
ま
り
︑

事
業
者
の
指
揮
監
督
を
離
れ
︑
支
配

従
属
関
係
を
離
脱
し
た
の
ち
に
被
災

し
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

　

ま
た
︑
長
時
間
労
働
に
よ
る
疲
労

が
原
因
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
︑

た
ま
た
ま
そ
の
日
が
長
時
間
労
働
だ

っ
た
と
し
て
も
︑
現
実
に
は
︑
そ
れ

に
よ
る
疲
労
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
業
務

遂
行
性
や
業
務
起
因
性
に
つ
い
て
の

議
論
に
結
び
付
け
る
こ
と
に
は
無
理

が
あ
り
ま
す
︒

　

そ
う
す
る
と
︑
ど
の
よ
う
に
考
え

て
も
︑
業
務
上
の
災
害
と
み
る
の
は

無
理
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
︒
遺

族
に
は
気
の
毒
で
す
が
︑
労
災
保
険

の
趣
旨
や
︑
こ
う
し
た
事
情
を
説
明

し
て
納
得
し
て
も
ら
う
し
か
な
い
で

し
ょ
う
︒
ど
う
し
て
も
納
得
で
き
な

い
よ
う
で
あ
れ
ば
︑
そ
も
そ
も
業
務

上
外
の
判
断
は
︑
保
険
給
付
の
請
求

を
受
け
た
所
轄
の
労
働
基
準
監
督
署

長
が
行
う
わ
け
で
す
か
ら
︑
給
付
請

求
を
検
討
し
て
み
る
の
も
一
考
か
も

し
れ
ま
せ
ん
︒

③

②

①

運
転
者
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
を
操
作
し

な
が
ら
走
行
し
︑
小
学
生
を

は
ね
て
死
亡
さ
せ
る
事
故
が

発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑

改
め
て
注
意
喚
起
し
た
も
の

だ
︒

　

運
転
中
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
の
画
像
を
注
視
し
た

り
︑
携
帯
電
話
で
通
話
す
る

行
為
は
道
路
交
通
法
で
禁
止

さ
れ
て
お
り
︑
国
交
省
で
は

今
年
１
月
に
発
生
し
た
軽
井

沢
ス
キ
ー
バ
ス
事
故
を
受
け

て
︑
貸
切
バ
ス
の
信
頼
回
復

の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
最
中
に
︑
事
業
用
自

車
輪
脱
落
事
故
防
止
を
要
請

適
切
な
タ
イ
ヤ
交
換
作
業
を

　

国
土
交
通
省
の
集
計
に
よ

る
と
︑
平
成
27
年
度
中
の
ホ

イ
ー
ル
・
ボ
ル
ト
折
損
に
よ

動
車
の
運
転
者
が
こ
の
よ
う

な
安
全
を
軽
視
す
る
行
為
を

行
っ
た
こ
と
は
︑﹁
極
め
て
遺

憾
﹂
と
し
て
い
る
︒

る
大
型
自
動
車
等
の
車
輪
脱

落
事
故
発
生
件
数
は
41
件

で
︑
前
年
度
比
４
件
︑
率
に

し
て
約
１
割
減
少
し
た
︒
こ

の
う
ち
死
亡
事
故
は
同
３
件

減
の
１
件
︒
事
故
発
生
件
数

は
４
年
ぶ
り
に
減
少
し
た
も

の
の
︑
依
然
と
し
て
高
い
水

準
で
発
生
し
て
い
る
︒

　

そ
の
た
め
国
交
省
で
は
︑

タ
イ
ヤ
を
交
換
す

る
際
︑
ホ
イ
ー
ル

・
ナ
ッ
ト
の
確
実

な
締
め
付
け
な
ど

の
作
業
が
必
要
だ

と
し
︑
日
常
点
検

を
は
じ
め
と
し
た

法
定
点
検
の
励
行

を
促
し
て
い
る
︒

　

要
注
意
点
と
し
て
︑
①
規

定
の
ト
ル
ク
で
の
確
実
な
締

め
付
け
②
一
定
走
行
後
（
50

～
１
０
０
㌔
㍍
）
の
増
し
締

め
③
日
常
（
運
行
前
）
点
検

で
の
確
認
④
専
用
ボ
ル
ト
お

よ
び
ナ
ッ
ト
の
使
用
︱
︱
を

挙
げ
︑
確
実
な
点
検
整
備
を

行
う
よ
う
促
し
て
い
る
︒

　

国
交
省
は
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
︑
日
本
バ
ス
協
会
な

ど
に
も
文
書
で
要
請
し
︑
チ

ラ
シ
︵
写
真
︶
な
ど
を
活
用

し
て
大
型
車
の
適
正
な
車
輪

脱
着
作
業
を
徹
底
す
る
よ
う

求
め
た
ほ
か
︑
中
型
ト
ラ
ッ

ク
等
に
つ
い
て
も
同
様
の
徹

底
を
求
め
た
︒

乗
務
中
ス
マ
ホ
禁
止
徹
底
を

全
ト
協
な
ど
に
文
書
で
通
知

　

国
土
交
通
省
は
11
月
７

日
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

な
ど
自
動
車
運
送
事
業
関
係

団
体
に
対
し
︑
乗
務
中
の
携

帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
使
用
禁
止
を
徹
底
す
る
よ

う
文
書
で
通
知
し
た
︒

　

大
阪
府
門
真
市
で
貸
切
バ

ス
運
転
者
が
︑
運
転
中
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ゲ
ー
ム
ア

プ
リ
を
操
作
す
る
事
案
が
発

生
︒
さ
ら
に
10
月
26
日
に
は
︑

自
家
用
ト
ラ
ッ
ク
で
は
あ
る

も
の
の
︑
愛
知
県
一
宮
市
で

11
月
、
各
省
庁
が
普
及
啓
発

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
月
間

　

警
察
庁
︑
経
済
産
業
省
︑

国
土
交
通
省
︑
環
境
省
で
構

成
す
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
普
及

連
絡
会
は
︑
今
年
も
11
月
を

﹁
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
月
間
﹂

と
定
め
︑
普
及
啓
発
活
動
を

展
開
し
て
い
る
︒

　

行
楽
シ
ー
ズ
ン
で
あ
り
︑

自
動
車
に
乗
る
機
会
が
多
く

な
る
11
月
を
推
進
月
間
と
し

て
い
る
も
の
で
︑
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
開
催
や
全
国
各
地
で

の
イ
ベ
ン
ト
等
と
連
携
し
て

推
進
し
︑
積
極
的
な
広
報
を

行
う
︒

　

ま
た
︑
11
月
18
日
に
は
東

京
で
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
︑
日
本
自

動
車
工
業
会
や
愛
知
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
な
ど
が
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
の
取
り
組
み
を
紹
介
す

る
︒
そ
の
ほ
か
︑
全
国
各
地

で
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
コ
ン
テ
ス
ト

や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
︑
体
験
会
︑

セ
ミ
ナ
ー
︑
フ
ェ
ア
・
フ
ェ
ス

タ
な
ど
を
開
催
す
る
と
と
も

に
︑
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
セ
ミ
ナ

ー
な
ど
の
教
習
会
・
講
習
会

も
開
催
さ
れ
る
︒

　

さ
ら
に
︑﹁
ふ
ん
わ
り
ア
ク

セ
ル
﹃
ｅ
ス
タ
ー
ト
﹄﹂
な

ど
10
項
目
の
﹁
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
10
の
す
す
め
﹂
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
な
ど
を
配
布
し
︑
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
の
普
及
・
推
進

に
努
め
る
︒

﹁
歩
道
で
使
用
﹂
は
合
法

電
動
ア
シ
ス
ト
付
台
車

　

経
済
産
業
省
は
11
月
２

日
︑
産
業
競
争
力
強
化
法
に

基
づ
く
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
解
消

制
度
に
基
づ
き
︑
事
業
者
か

ら
照
会
の
あ
っ
た
﹁
電
動
ア

シ
ス
ト
付
台
車
﹂
に
つ
い
て
︑

法
律
上
の
取
り
扱
い
が
明
確

に
な
っ
た
と
発
表
し
た
︒

　

関
係
省
庁
が
検
討
を
行
っ

た
結
果
︑
電
動
ア
シ
ス
ト
付

台
車
は
︑
▽
道
路
交
通
法
で

定
め
る
﹁
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・

カ
ー
ト
﹂
に
該
当
し
︑
こ
れ

を
通
行
さ
せ
て
い
る
も
の
は

歩
行
者
と
さ
れ
る
▽
道
路
運

送
車
両
法
上
の
﹁
道
路
運
送

車
両
﹂
に
該
当
せ
ず
︑
同
法

の
規
制
を
受
け
な
い
︱
︱
こ

と
が
明
確
に
な
っ
た
︒

　

こ
の
た
め
経
産
省
で
は
︑

電
動
ア
シ
ス
ト
付
台
車
が
歩

道
で
使
用
で
き
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
︑
物
流
業
界
の
効
率

化
︑
力
の
弱
い
高
齢
者
・
女

性
の
雇
用
創
出
に
寄
与
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
︑
と
し

て
い
る
︒

　

な
お
︑
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
解

消
制
度
は
︑
事
業
者
が
新
た

な
事
業
活
動
を
行
う
際
︑
あ

ら
か
じ
め
規
制
の
適
用
の
有

無
に
つ
い
て
政
府
に
照
会
し

て
︑回
答
を
得
ら
れ
る
制
度
︒

経 産 省

　

公
正
取
引
委
員
会
は
10
月

26
日
︑
下
請
代
金
支
払
遅
延

等
防
止
法
（
下
請
法
）
に
関

す
る
運
用
基
準
改
正
案
を
ま

と
め
︑
意
見
募
集
を
開
始
し

た
︒

　

今
年
８
月
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
経
済
対
策
な
ど
で
︑
下

請
法
・
独
占
禁
止
法
の
運
用

強
化
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

こ
と
に
対
応
し
た
も
の
︒

　

親
事
業
者
の
禁
止
行
為
と

し
て
︑
具
体
的
な
違
反
行
為

事
例
な
ど
を
追
加
し
た
も
の

で
︑
貨
物
の
運
送
委
託
に
つ

い
て
も
▽
下
請
け
事
業
者
か

ら
の
請
求
書
提
出
が
遅
れ
た

こ
と
を
理
由
に
︑
あ
ら
か
じ

め
定
め
ら
れ
た
支
払
期
日
を

超
え
て
下
請
代
金
を
支
払
っ

て
い
た
▽
手
形
払
い
に
係
る

経
費
の
削
減
等
を
図
る
た

め
︑
代
金
を
従
来
の
手
形
払

い
の
満
期
相
当
日
に
現
金
で

支
払
う
方
法
に
変
更
し
た
こ

と
か
ら
︑
下
請
け
事
業
者
か

ら
役
務
の
提
供
を
受
け
た
日

か
ら
60
日
を
超
え
て
下
請
代

金
を
支
払
っ
て
い
た
▽
下
請

代
金
の
支
払
時
に
︑
１
０
０

０
円
未
満
の
端
数
を
切
り
捨

て
て
支
払
う
こ
と
に
よ
り
︑

下
請
代
金
を
減
額
し
た
▽
下

請
け
事
業
者
が
燃
料
価
格
の

高
騰
を
理
由
に
単
価
の
引
き

上
げ
を
求
め
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
︑
一
方
的
に
従
来
通
り

の
単
価
に
据
え
置
く
こ
と
に

よ
り
︑
通
常
の
対
価
を
大
幅

に
下
回
る
下
請
代
金
額
を
定

め
た
︱
︱
な
ど
の
事
例
を
新

た
に
追
加
し
た
︒

　

意
見
の
提
出
期
限
は
11
月

24
日
︒

下
請
法
の
運
用
基
準
改
正
案

公
取
委
が
意
見
募
集
中

公 取 委
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事 例 1

対 策

ひとこと

アドバイス

陸上貨物運送事業における労働災害の中で最も多かったのが
「トラック・荷台等からの墜落・転落」です。このパターンの災害事例を分析すると、

67％が「保護帽未着用」でした。そのうちの多くが「高さが2m未満」の地点からの転落であり、
もし保護帽を着用していれば死亡災害に至らなかった可能性があります。

　労働災害は長期的には減少傾向にありますが、陸上貨物運送業にお
ける労働災害は引き続き多く発生しています。従業員が安全に、そして
安心して仕事を行うためには、運送事業者と荷主企業が協力し、徹底し
て労働災害防止に取り組む必要があります。
　毎年、年末・年始繁忙期は、労働災害が発生する危険性が高まりま
す。そこで、年末・年始繁忙期に向けて、平成25年に死亡災害に至った
実際の事故事例と災害パターン別の労働災害防止対策について、今号
と次号の2回に分けて紹介します。
　今号では、死亡災害として最も多い「トラック・荷台等からの墜落・転
落」と、「フォークリフト使用時」の災害対策について取り上げます。

＜出典：パンフレット「陸上貨物運送事業における 重大な労働災害を防ぐため
には ～荷役作業時の死亡災害にみる災害パターン別の主な原因と対策」
（ 厚生労働省／（独）労働者健康安全機構 労働安全衛生総合研究所）＞

トラック・荷台等からの墜落・転落

労働災害を防ぐためのポイント！

作業高によらず、必ず保護帽を着用して
荷役作業を行いましょう

わずか50cmの高さから転落した場合でも、打ちどころによっては死亡災害に至っ
てしまうことがあります。高さ2mに満たない地点での作業であっても、荷役作業時
には必ず保護帽を着用するようにしましょう。
また、常日頃から社員に対して保護帽の意義や効果に関する社内教育を実施し、保
護帽の着用を徹底させるようにしましょう。

その他、事業者・作業者は次のような対策を講じましょう

●作業手順書を作成しましょう
●複数の作業者で荷役作業を行う場合、作業指揮者を配置

しましょう
●荷台上で作業者が移動する場合、作業指揮者は地面レベ

ルから全般を見渡し、確認および指示ができる状況にし
ておきましょう

●トラック運転席やアルミバンの屋根上など高所で作業を
行う場合は、安全帯を着用するか、足場を組み作業床を
設けましょう（下図）

●耐
たいかつせい

滑性のある安全靴等を使用しましょう

事 例 2

足を滑らせてリアバンパーから転落（死亡災害） テールゲートリフターから転落（死亡災害）
　被災者はコンビニエンスストアに荷物を配送していました。配送先の手前にある駐車場で荷台コ
ンテナ内にある荷物の整理を行った後、荷台にあった段ボールを持ちながら、荷台からトラックのリ
アバンパーに足をかけ、後ろ向きで降りようとしたところ、足を滑らせてしまい、約52cmの高さから転
落し、頭部を強打しました。なお、同被災者は保護帽を着用していませんでした。

　被災者はテールゲートリフターに乗り、工業用油200ℓが入ったドラム缶１缶を荷台から荷おろし
する作業をしていました。被災者は何らかの理由でテールゲートリフターからトラック後方に転落し
ました（転落高110cm）。なお、同被災者は保護帽を着用していませんでした。

1 「墜落時保護用」を
　  使用すること

2  傾けずに被ること

3  あご紐をしっかりと、
　  確実に締めること

4  破損したものは
　  使わないこと

5  耐用年数を守ること

着用時　　つのポイント5

％21.1
墜落・転落

5面の「対策例 墜落・転落時編」も
ご覧ください。

Check

陸上貨物運送事業における
重大な労働災害を防ぐためには

荷役作業時の死亡災害にみる
災害パターン別の主な原因と対策

年末・年始繁忙期に向けて特集

前 編
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対 策

ひとこと
アドバイス

フォークリフトのオペレーターやその周囲の作業者は、
定められたルールを守り、適切な行動を徹底しましょう

保護帽の効果を知ってください！

禁止されている行動を取ってしまうことで、災害に繋がるケースが多くなっています。
自分や周りの作業者を守るため、各事業場で定められたルールを守り、適切な行動を
徹底しましょう。

　保護帽（ヘルメット）とは労働安全衛生法第42条の規定にもとづく「保護帽の規格」に合格した製品を言います。この保護帽には
「飛来・落下物用」と「墜落時保護用」の2種類があり、荷役作業では帽体内部に衝撃吸収ライナーと呼ばれる衝撃吸収材を備えた墜

落時保護用を使用することが望まれます。
　ここでは着用効果を知ってもらうため、「着用なし」、「飛来・落下物用」、「墜落時保護用」の3種類で頭部にかかる衝撃をグラフに示
しました（ 図2  ）。100cmから転倒した時の効果には2倍以上の差があり、飛来・落下物用では効果が不十分なことが分かりました。

衝撃吸収のメカニズム ＜墜落時保護用の場合＞

保護帽は柔らかさによって頭部を守っています！

１ ハンモックが伸びて
衝撃を吸収します。 2 帽体がひずんで

衝撃を受け止めます。 3 衝撃を受け止めた後、
元の形に戻ろうとします。

ハンモック帽体

衝撃吸収ライナー

1,800

150 150 750

1,600

100cm30cm ◀転倒時の
　頭の高さ

厚生労働省「保護帽の国家検定規格」の
衝撃荷重限界

効果には
２倍以上の
差があります

0
200
400
600
800

1,000
1,200
1,400
1,600
1,800
2,000

（単位：kgf）

頭部ダミー：6.8kg  人体ダミー（ユニフォーム・シャフトを含む）：4.3kg
ライナーあり

（墜落時保護用）
ライナーなし

（飛来・落下物用）無着用

ハンモックあごひも

帽体

ハンモック

衝撃吸収
ライナー

あごひも

帽体

飛来・落下物用 墜落時保護用
衝撃吸収のメカニズム ＜墜落時保護用の場合＞

保護帽は柔らかさによって頭部を守っています！

１ ハンモックが伸びて
衝撃を吸収します。 2 帽体がひずんで

衝撃を受け止めます。 3 衝撃を受け止めた後、
元の形に戻ろうとします。

ハンモック帽体

衝撃吸収ライナー

▲ 「墜落時保護用」の効果が最も高く、頭部外傷や骨折を防ぐ目安を下回っていま
した。荷役作業時には墜落時保護用の保護帽を必ず着用しましょう。

フォークリフトによる労働災害を分析すると、フォークリフトのオペレーター（運転手）による
不適切な運転操作や、フォークリフトで持ち上げていた荷物の荷崩れ、
またフォークリフトと別の作業者との接触など、オペレーターならびに周辺にいた
他の作業者が本来禁止されている行動を取ったことによる事例が多くありました。

フォークリフト使用時

事 例 1

事 例 2

フォークリフトアップ（上昇）時の安全不
確認により被災者がコールドロールボッ
クスパレットの下敷きに（死亡災害）

歩行者立入禁止エリアにいた被災者が
フォークリフトと接触（死亡災害）

　オペレーターがフォークリフトのフォークを上昇させた際に、そばにあったコールドロール
ボックスパレットがフォークに引っかかり、前方に倒れました。パレットの近くで作業を行ってい
た被災者は倒れてきたパレットを避けることができず、倒れたパレットの下敷きとなりました。

　コンテナへの荷積み場所となっているフォークリフト走行エリア内でフォークリフトを運転し
ていました。フォークリフトを後退させたところ、近くを歩いていた被災者に接触しました。なお、
被災者は社内ルールで定められているフォークリフト走行エリアに入ったことで接触しました。

労働災害を防ぐためのポイント！

注 意！
フォークリフトは、技能講習を
修了した者等が運転できます。

保護帽に有資格者であるこ
とが分かるようにシールを
貼りましょう。

最大荷重1トン未満：特別教育
最大荷重1トン以上：技能講習

運転者シール（イメージ）

　陸上貨物運送事業における労働災害の7割は荷役作業中に発生しており、
そのうちの7割が荷主等（荷主、配送先、元請事業者等）の事業場で発生して
います。被災者が死に至るような重大な労働災害を防ぐためには、運送事業
者と荷主等が連携し、安全対策を着実に進めていく必要があります。
　 図１は、平成25年に発生した、陸上貨物運送事業における荷役作業時の
死亡災害を分析したものです。それによると、最も多いのが「墜落・転落」によ
るもので、全体の21.1％を占めています。また、「荷崩れ」「フォークリフト使用
時」「無人暴走」に伴う死亡災害も比較的高い割合となっています。

同パンフレットは、（独）労働者健康
安全機構 労働安全衛生総合研究所の
ホームページからダウンロードすること
ができます。

その他
21.1％

無人暴走
15.8％

フォークリフト
使用時
17.5％

荷崩れ
19.3％

墜落・転落
21.1％

後退時
5.3％

「対策例 墜落・転落時編」

オペレーターの注意事項 周囲の作業者の注意事項

●周囲の安全を確かめながら運転操作を行いましょう。特
に、フォークに荷がある時には急な上昇・下降、旋回など
は行わないようにしましょう

●フォークリフトの用途外使用をしないようにしましょう
●フォークリフトの操作に慣れていない場合は、一定期間は

指導者の指導の下で作業を行うようにしましょう

●自分の周囲に注意を払いながら作
業を行うようにしましょう

●接触事故を防ぐために、歩行者立
入禁止エリア（フォークリフト走
行エリア）に立ち入らないように
しましょう

≪分析≫ 荷役作業時における死亡災害の割合
図１

安衛研 検索
平成25年に発生した陸上貨物運送事業の荷役作業時の死亡災害（労働安全衛生総合研究所の調べによる分析結果）

図2

％17.5

フォークリフト
使用時

フォークリフト
使用時

Check

■保護帽に関する詳細な情報は日本ヘルメット工業会のサイトから入手できますのでご覧ください。
協力：一般社団法人日本ヘルメット工業会（JHMA）http://japan-helmet.com、株式会社谷沢製作所
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大
晦
日
に
雪
に
よ
る
交
通
麻
痺
発
生

冬
を
目
前
に
雪
へ
の
備
え
待
っ
た
な
し

11
月
中
に
雪
道
へ
の
備
え
を
完
了

新
人
に
は
チ
ェ
ー
ン
の
巻
き
方
を
指
導

雪
道
で
の
運
転
操
作
ミ
ス
が
事
故
に
直
結

グ
ル
ー
プ
ご
と
の
添
乗
教
育
で
ミ
ス
を
撲
滅

　

鳥
取
県
は
降
雪
量
が
比
較

的
多
い
地
域
で
あ
る
︒
中
国

地
方
最
高
峰
の
大
山
や
︑
蒜ひ

る

山ぜ
ん

な
ど
を
要
す
る
中
国
山
地

周
辺
は
も
と
よ
り
︑
日
本
海

沿
い
の
平
地
で
も
時
に
大
雪

に
な
る
こ
と
が
あ
る
︒

　

平
成
22
年
12
月
31
日
に

は
︑
国
道
９
号
の
鳥
取
県
東

伯
郡
琴
浦
町
か
ら
大
山
町
に

か
け
て
の
区
間
で
︑
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
の
事
故
を
発
端
と

し
て
１
０
０
０
台
の
車
が
立

ち
往
生
す
る
大
渋
滞
（
最
大

23
㌔
㍍
）
が
発
生
︒
記
録
的

な
大
雪
も
相
ま
っ
て
交
通
が

麻
痺
し
︑
年
末
の
山
陰
地
方

で
の
物
流
に
甚
大
な
影
響
を

与
え
た
︒

　

鳥
取
県
に
お
け
る
例
年
の

降
雪
傾
向
を
み
る
と
︑
11
月

中
旬
に
は
ま
ず
中
国
山
地
の

山
間
部
で
雪
が
降
り
始
め

る
︒
年
が
明
け
た
後
の
１
月

後
半
か
ら
２
月
が
当
地
に
お

け
る
雪
の
本
番
と
な
り
︑
平

　

と
こ
ろ
で
︑
平
成
22
年
の

記
録
的
な
大
雪
の
際
に
は
︑

ト
ラ
ッ
ク
も
巻
き
込
ま
れ
︑

同
業
他
社
で
は
長
時
間
の
足

止
め
を
強
い
ら
れ
た
車
両
も

あ
っ
た
そ
う
だ
︒

　
﹁
こ
う
し
た
大
規
模
な
交

通
麻
痺
は
︑
普
段
あ
ま
り
雪

の
降
ら
な
い
地
域
の
車
が
発

生
の
引
き
金
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま

す
﹂
と
︑
涌
本
知
彦
社
長
は

語
る
︒

野
部
で
も
多
い
と
こ
ろ
で
は

50
㌢
㍍
︑
峠
付
近
で
は
1
㍍

も
積
も
る
︒

　

本
格
的
な
雪
の
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
る
前
の
11
月
か
ら
12

月
に
か
け
て
の
時
期
に
︑
雪

へ
の
対
策
を
万
全
に
整
え
て

お
く
必
要
が
あ
る
︒

　

さ
て
︑
鳥
取
市
に
本
社
を

構
え
る
因
伯
通
運
は
︑
昭
和

27
年
に
創
業
︒
国
鉄
貨
物
輸

送
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
︑
現
在

で
は
コ
ン
テ
ナ
輸
送
の
ほ
か
︑

宅
配
便
の
幹
線
輸
送
や
食
品

輸
送
︑
ま
た
調
理
を
行
う
セ

ン
タ
ー
か
ら
学
校
ま
で
給
食

を
届
け
る
業
務
な
ど
を
手
が

け
て
い
る
︒

　

特
に
︑
幹
線
輸
送
で
は
瀬

戸
内
側
の
岡
山
や
広
島
︑
関

西
な
ど
と
日
本
海
側
の
鳥
取

方
面
と
の
輸
送
を
担
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
︑
雪
が
多
く
な

る
中
国
山
地
を
避
け
て
通
る

こ
と
は
で
き
な
い
︒
そ
の
た

め
︑
同
社
で
は
降
雪
対
策
を

念
入
り
に
行
っ
て
い
る
︒

　
﹁
降
雪
地
の
運
送
事
業
者

は
︑
突
然
の
大
雪
に
も
困
ら

な
い
よ
う
に
︑
日
頃
か
ら
準

備
を
怠
ら
ず
に
行
っ
て
い
ま

す
︒
降
雪
地
へ
の
運
行
の
際

に
は
︑
運
行
管
理
者
は
事
前

に
天
気
予
報
や
道
路
情
報
な

ど
を
仕
入
れ
︑
雪
へ
の
対
応

を
万
全
に
行
う
こ
と
が
重
要

で
す
︒
特
に
峠
道
で
は
天
候

が
急
変
す
る
こ
と
も
想
定
さ

れ
る
の
で
︑
油
断
は
禁
物
で

す
﹂（
涌
本
社
長
）

　

さ
て
︑
降
雪
が
予
想
さ
れ

る
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
︑
同

社
で
は
運
行
管
理
者
が
天
気

予
報
や
道
路
情
報
な
ど
の
情

報
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
し
︑

点
呼
の
際
に
点
呼
者
が
ド
ラ

イ
バ
ー
に
対
し
て
雪
へ
の
注

意
を
促
し
て
い
る
︒

　

本
社
の
あ
る
鳥
取
平
野
で

は
晴
れ
て
い
て
も
︑
山
間
部

で
は
積
雪
し
︑
路
面
が
滑
り

や
す
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ

と
も
多
い
︒
そ
こ
で
︑
国
道

事
務
所
が
設
置
し
て
い
る
道

路
状
況
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
画

像
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

確
認
す
る
こ
と
で
︑
山
間
部

走
行
時
の
注
意
喚
起
を
行
っ

て
い
る
︒

　

同
社
で
は
︑
過
去
の
経
験

な
ど
を
踏
ま
え
た
上
で
︑
雪

へ
の
対
策
を
着
実
に
実
施
し

て
い
る
︒

　

ま
ず
︑
11
月
中
旬
か
ら
ス

タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
へ
の
履
き

替
え
を
開
始
︒11
月
中
に
は
︑

全
車
の
タ
イ
ヤ
を
ス
タ
ッ
ド

レ
ス
タ
イ
ヤ
に
入
れ
替
え
︑

雪
道
へ
の
備
え
を
終
え
る
︒

も
ち
ろ
ん
︑
突
然
の
大
雪
な

ど
の
天
候
の
急
変
に
備
え
て
︑

タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
も
常
に
準

備
し
て
お
く
︒
こ
こ
で
重
要

な
の
は
︑
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ

ヤ
を
履
い
て
い
て
も
︑
タ
イ

ヤ
チ
ェ
ー
ン
は
必
ず
常
備
し

　

ま
た
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
が
運

行
中
に
降
雪
に
見
舞
わ
れ
た

際
に
は
︑
休
憩
な
ど
の
際
に

営
業
所
に
電
話
な
ど
で
状
況

を
連
絡
し
て
も
ら
う
よ
う
に

し
て
い
る
︒
特
に
宅
配
便
幹

線
輸
送
の
場
合
は
︑
道
路
事

情
に
よ
る
遅
延
は
で
き
る
だ

け
避
け
た
い
も
の
で
あ
る
︒

そ
こ
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら

適
宜
情
報
を
入
手
し
︑
道
路

状
況
の
悪
化
が
見
込
ま
れ
る

際
に
は
後
続
の
ド
ラ
イ
バ
ー

に
対
し
て
迂
回
を
指
示
す
る

ほ
か
︑
到
着
の
遅
れ
が
見
込

ま
れ
る
場
合
に
は
営
業
所
か

ら
荷
主
に
早
く
連
絡
を
入
れ

る
こ
と
で
︑
輸
送
に
お
け
る

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
止
し

て
お
く
こ
と
だ
︒

　

近
年
は
︑
こ
れ
ま
で
タ
イ

ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
装
着
し
た
こ

と
の
な
か
っ
た
業
界
未
経
験

者
が
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
入

社
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
︑

同
社
で
は
経
験
の
浅
い
新
人

ド
ラ
イ
バ
ー
を
集
め
て
必
ず

タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
巻
く
練

　

同
社
で
は
︑
雪
道
走
行
の

際
に
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
︑﹁
車
両
に
よ
る
運

転
操
作
の
違
い
﹂
に
も
重
き

を
置
い
て
い
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
す
る
際

に
は
︑
自
分
が
運
転
す
る
ト

ラ
ッ
ク
の
特
性
を
理
解
し
た

て
い
る
︒

　

さ
ら
に
︑
こ
れ
ら
の
遅
延

情
報
な
ど
は
︑
点
呼
者
や
運

行
管
理
者
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
だ

け
で
な
く
︑
営
業
所
に
い
る

事
務
員
も
全
て
共
有
し
て
お

き
︑
不
測
の
事
態
が
発
生
し

た
際
に
も
素
早
く
︑
そ
し
て

的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
な

態
勢
を
整
え
て
い
る
︒

　
﹁
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
へ

の
履
き
替
え

や
︑
タ
イ
ヤ

チ
ェ
ー
ン
の

常
備
︑
ま
た

運
転
操
作
技

術
の
向
上
な

ど
と
合
わ
せ

て
︑
や
は
り

重
要
な
の
は

運
行
前
・
後

の
点
呼
時
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
で
す
︒
最
新
情
報

の
共
有
や
︑
天
候
状
況
・
道

路
状
況
に
応
じ
た
ド
ラ
イ
バ

ー
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
︒
管
理
側
と

ド
ラ
イ
バ
ー
が
一
体
と
な
っ
た

雪
道
対
策
を
と
ら
な
け
れ

ば
︑
冬
季
の
安
全
運
行
は
確

保
で
き
ま
せ
ん
﹂（
同
）

　

積
雪
路
面
や
凍
結
路
面
で

の
交
通
事
故
や
ス
リ
ッ
プ
等

が
原
因
で
ト
ラ
ッ
ク
が
立
ち

往
生
し
て
し
ま
う
と
︑
周
辺

道
路
の
大
渋
滞
を
招
き
︑
交

通
麻
痺
と
い
う
最
悪
の
事
態

に
も
な
り
か
ね
な
い
︒

　

全
て
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
が
﹁
我
が
国
の
物
流
を

守
る
﹂
と
い
う
意
識
を
強
く

持
ち
︑
降
雪
へ
の
備
え
を
着

実
に
行
う
こ
と
で
︑
運
行
不

能
な
状
態
に
陥
る
な
ど
雪
道

で
の
予
期
せ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
は

避
け
ら
れ
る
︒
ド
ラ
イ
バ
ー

一
人
ひ
と
り
の
心
構
え
に
よ

り
︑
雪
国
の
物
流
が
守
ら
れ

る
の
で
あ
る
︒

︵
取
材
協
力
︶
因
伯
通
運
㈱ 

涌
本
知
彦 

代
表
取
締
役
︑

岸
本
光
弘 

取
締
役
執
行
役

員 

安
全
管
理
部
部
長

習
を
さ
せ
て
い
る
︒併
せ
て
︑

各
研
修
の
場
で
︑
降
雪
シ
ー

ズ
ン
へ
の
準
備
や
雪
道
走
行

に
お
け
る
注
意
点
な
ど
を
教

育
し
︑
冬
期
に
お
け
る
安
全

確
保
に
努
め
て
い
る
︒

上
で
︑
安
全
運
転
を
心
が
け

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
︒

　

同
社
で
は
︑
輸
送
品
目
ご

と
に
﹁
コ
ン
テ
ナ
輸
送
﹂﹁
宅

配
便
幹
線
輸
送
﹂﹁
食
品
輸

送
﹂﹁
学
校
給
食
﹂
の
４
グ

ル
ー
プ
に
分
け
て
ド
ラ
イ
バ

ー
を
配
置
し
て
い
る
と
と
も

に
︑
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

様
々
な
種
類
の
ト
ラ

ッ
ク
を
使
い
分
け
て
い

る
︒﹁
食
品
輸
送
﹂
や

﹁
学
校
給
食
﹂
で
は

２
㌧
車
な
ど
の
小
型

ト
ラ
ッ
ク
が
使
わ
れ
る

半
面
︑﹁
コ
ン
テ
ナ
輸

送
﹂
や
﹁
宅
配
便
幹

線
輸
送
﹂
で
は
大
型

ト
ラ
ッ
ク
が
使
わ
れ
て

い
る
︒

　

こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ

れ
車
両
特
性
が
異
な

る
こ
と
か
ら
︑
運
転

の
際
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
車
両

特
性
を
理
解
し
た
上
で
ハ
ン

ド
ル
を
握
る
こ
と
が
必
要

だ
︒
特
に
︑
滑
り
や
す
い
雪

道
を
運
転
す
る
際
に
は
細
心

の
注
意
が
求
め
ら
れ
る
︒

　

ま
た
︑﹁
コ
ン
テ
ナ
輸
送
﹂

の
場
合
で
は
︑
コ
ン
テ
ナ
積

載
時
に
比
べ
て
︑
無
積
載
時

は
駆
動
軸
に
重
量
が
か
か
ら

な
い
た
め
︑
雪
道
で
は
特
に

滑
り
や
す
く
な
る
と
い
う
︒

　

こ
の
よ
う
な
車
両
特
性
を

十
分
把
握
さ
せ
る
た
め
に
︑

同
社
で
は
︑
所
属
グ
ル
ー
プ

が
変
わ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

し
て
は
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ

ー
に
よ
る
添
乗
指
導
を
行

い
︑
適
切
な
運
転
の
仕
方
を

教
育
し
て
い
る
︒
運
転
す
る

車
種
に
相
応
し
い
降
雪
時
等

に
お
け
る
運
転
操
作
な
ど
も

含
め
︑
安
全
運
転
に
向
け
た

運
転
操
作
技
術
の
周
知
徹
底

を
図
っ
て
い
る
︒

　
﹁
乾
い
た
路
面
の
時
と
は

異
な
り
︑
積
雪
路
面
や
凍
結

路
面
で
は
ち
ょ
っ
と
し
た
運

転
操
作
の
ミ
ス
が
深
刻
な
事

故
に
繋
が
り
か
ね
ま
せ
ん
︒

冬
期
間
に
は
︑
当
然
雪
道
で

の
安
全
対
策
が
中
心
と
な
り

ま
す
が
︑
冬
季
を
直
前
に
し

て
急
に
教
育
を
行
う
の
で
は

な
く
︑
常
日
頃
か
ら
綿
密
な

ド
ラ
イ
バ
ー
教
育
を
行
い
車

両
特
性
を
的
確
に
つ
か
ん
で

も
ら
う
と
と
も
に
︑
座
学
研

修
や
添
乗
指
導
な
ど
を
通
じ

て
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
意
識

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
︑
雪

道
の
み
な
ら
ず
︑
年
間
を
通

し
て
﹃
交
通
事
故
ゼ
ロ
﹄
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
﹂（
同
）

会社名 因伯通運㈱
代表者 涌本 知彦 代表取締役
本社 鳥取県鳥取市南栄町 11 番地
創業 昭和 27 年 5 月
資本金 2,000 万円
従業員数 98 人（うちドライバー 64 人）
車両台数 78 台

会社概要

　

近
年
︑
予
想
を
超
え
る
大
雪
に
見

舞
わ
れ
る
こ
と
で
︑
幹
線
道
路
の
通

行
止
め
や
車
の
立
ち
往
生
な
ど
が
各

所
で
発
生
し
て
い
る
︒
た
と
え
平
野

部
で
は
降
雪
し
て
い
な
く
て
も
︑
山

間
部
の
峠
道
な
ど
で
は
積
雪
し
て
い

る
こ
と
も
多
い
た
め
︑
予
期
せ
ぬ
降

雪
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
︑
適
切
な

対
応
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
︒

　

そ
こ
で
︑
今
回
は
︑
降
雪
量
が
比

較
的
多
い
山
陰
・
鳥
取
県
に
本
社
を

構
え
る
因
伯
通
運
㈱
（
涌
本
知
彦
代

表
取
締
役
）
を
訪
ね
︑
降
雪
時
に
備

え
た
安
全
対
策
や
︑
雪
道
走
行
の
際

に
気
を
付
け
る
べ
き
点
な
ど
に
つ
い

て
聞
い
た
︒

《スノーシーズン間近》冬期における安全運行特集

「雪道での事故ゼロ」目指して
社
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化

添
乗
教
育
を
通
じ
車
両
特
性
を
つ
か
み
、
雪
道
で
の
運
転
操
作
に
磨
き
を
か
け
る

〈
鳥
取
県
鳥
取
市
　
因い

ん
ぱ
く伯
通
運
株
式
会
社
〉

管
理
側
と
ド
ラ
イ
バ
ー
が
一
体
と
な
り

雪
道
で
の
不
測
の
事
態
に
も
即
座
に
対
応

涌本 知彦
代表取締役

座学研修などを通じドライバーの安全意識を向上

点
呼
時
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
雪
道

で
の
安
全
運
転

に
繋
が
る

経験の浅いドライバーに対してタイヤチェーンの巻き方を指導する
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食
　
文
　
化

［第15回］

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
235
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 　　〜運転免許制度編〜
 【解 答】２面に問題

�「
唐
辛
子
の
道
❶
」 

堺
の
お
で
ん
と
七
味
唐
辛
子

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
﹃
真

田
丸
﹄
の
大
詰
め
は
︑
大
坂

夏
の
陣
︒
堺
の
町
は
︑
こ
の

戦
い
で
全
焼
し
た
︒
大
阪
市

と
和
歌
山
市
を
結
ぶ
国
道
26

号
沿
い
に
位
置
し
︑
戦
国
時

代
以
来
︑
町
衆
が
統
治
し
て

い
た
自
治
都
市
だ
︒
当
時
の

堺
は
対
明
貿
易
や
南
蛮
貿
易

の
拠
点
と
し
て
繁
栄
し
た
た

め
︑
茶
の
湯
を
は
じ
め
と
す

る
町
衆
文
化
が
花
開
い
た
︒

　

今
︑
堺
の
旧
市
街
に
残
る

茶
道
の
祖
・
武た

け

の野
紹じ

ょ
う
お
う鷗
屋
敷

跡
に
近
い
一
角
で
︑
堺
の
闊

達
な
気
風
を
伝
え
て
い
る
の

は
︑お
で
ん
屋
の｢

た
こ
吉よ

し｣

︒

実
質
的
で
い
て
︑
レ
ベ
ル
が

高
く
︑
気
取
ら
な
い
と
い
う

町
衆
本
来
の
食
文
化
を
︑
お

で
ん
で
体
現
し
て
い
る
の
だ
︒

　

明
け
方
か
ら
仕
込
み
に
取

ず
れ
も
小
粋
で
彩
り
の
い
い

組
み
合
わ
せ
︒
ど
れ
も
つ
ゆ

を
十
二
分
に
吸
っ
て
う
ま
味

が
ふ
く
ら
ん
で
い
る
し
︑
薄

口
の
つ
ゆ
が
軽
や
か
な
の
で

い
く
ら
で
も
食
べ
ら
れ
る
︒

　

な
お
︑
お
で
ん
の
薬
味
に

は
七
味
唐
辛
子
・
溶
き
辛
子

・
柚
子
胡
椒
を
そ
ろ
え
て
い

る
︒
味
の
染
み
た
大
根
に
七

味
を
一
振
り
す
れ
ば
き
り
っ

栽
培
し
た
鷹
の
爪
︑
三さ

ん
た
か鷹
︑

本ほ
ん
た
か鷹
を
混
ぜ
合
わ
せ
︑
配
合

比
率
で
辛
さ
を
調
整
し
て
い

く
︒
唐
辛
子
の
﹁
南
蛮
﹂
と

い
う
異
名
は
海
外
か
ら
伝
わ

っ
た
と
の
意
味
だ
し
︑
か
つ

て
は
堺
近
郊
で
盛
ん
に
栽
培

さ
れ
て
い
た
か
ら
︑
地
元
の

お
で
ん
と
は
相
性
ぴ
っ
た
り

だ
︒（
つ
づ
く
）

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

り
か
か
る
店
主
は
︑
飄ひ

ょ
う
ひ
ょ
う々

と

し
た
名
人
気
質
の
方
︒
お
ま

か
せ
コ
ー
ス
が
基
本
で
︑
前

菜
各
種
を
い
た
だ
い
た
あ

と
︑
お
で
ん
が
メ
イ
ン
料
理

と
し
て
登
場
す
る
︒
１
皿
目

は
大
根
・
油
揚
げ
・
豚
三
枚

肉
︑２
皿
目
は
こ
ろ（
鯨
の
皮
）

と
九
条
ね
ぎ
︑
３
皿
目
は
豆

腐
と
昆
布
︑
４
皿
目
は
た
こ

・
厚
揚
げ
・
お
く
ら
と
︑
い

と
引
き
締
ま
る
し
︑
こ
ろ
に

は
と
り
わ
け
七
味
が
合
う
︒

つ
ゆ
が
染
み
て
ま
ろ
や
か
に

な
っ
た
鯨
の
脂
に
︑
山
椒
の

効
い
た﹁
や
ま
つ
辻
田
﹂の
七

味
が
ピ
タ
リ
と
は
ま
る
の
だ
︒

　

実
は
︑
堺
の
名
物
の
一
つ

は
こ
の
七
味
唐
辛
子
︒｢

や

ま
つ
辻
田｣

の
４
代
目
主
人

は
︑
あ
く
ま
で
国
産
唐
辛
子

に
こ
だ
わ
る
主
義
で
︑
契
約

❶ × （法第103条第1項第7号）道路外であっ
ても、死傷の程度により、免許取消しや停止の
行政処分を受ける。

❷ × （法第125条・施行令別表第6）反則金の
対象となるのは、施行令別表第6に定められて
いる違反行為（違反点数が3点以下）であって、
全ての違反が対象となるわけではない。例えば
大型車での10割以上の過積載は6点であり、反
則金の対象とはならず、罰金や懲役等の刑事処
分の対象となる。 

❸ × （法第96条第2項）大型免許は、中型免
許、普通免許又は大型特殊免許を現に受けて

いて、かつ、これらの免許のいずれかを受けて
いた期間が通算して3年以上の者でなければ取
得できない。

❹ ○ （法第85条第3項）牽引免許が必要な場
合とは、牽引自動車によって重被牽引車を牽引
して当該牽引自動車を運転しようとする場合で
あり、ロープで故障車を牽引する場合には牽引
免許は不要である。

❺ × （施行規則第23条）大型免許、中型免許
の場合の視力の合格基準は、両眼で0.8以上、
一眼でそれぞれ0.5以上である。

労災ひとくちメモ

　冬期は、積雪や路面の凍結などにより転倒災害が多く発生する傾向が
あります。
　次の４つに留意して、転倒災害を防ぎましょう。

①天気予報に気を配る
　寒波が予想される場合などには、労働者に周知し早めに対策を取
りましょう。

②時間に余裕をもって歩行、作業を行う
　悪天候による交通機関の遅れが見込まれる場合は、時間に余裕を
もって出勤するようにするとともに、落ち着いて作業をするように
心がけましょう。
　屋外では、小さな歩幅で靴の裏全体を地面に付けて歩くようにし
ましょう。

③駐車場の除雪・融雪は万全に、出入口などにも注意する
　駐車場内や、駐車場から職場までの通路に、除雪・融雪剤の散布
を行いましょう。また、出入口には転倒防止用マットを敷き、照明
設備を設けて夜間の照度を確保しましょう。

④職場の危険マップ、適切な履物、歩行方法などの教育を行う
　職場内で労働者が転倒の危険を感じた場所の情報を収集し、危険マ
ップなどにより労働者に伝えるようにしましょう。また、作業に適し
た履物選びや、雪道や凍った路面上での歩き方を教育しましょう。

＜冬靴の耐滑性にはご注意を！＞
　水・油用の耐滑靴、氷上用の耐滑靴、粉体上の耐滑靴は、それぞれ
対策が異なります。
　市販されている耐滑靴の多くは「水・油用」ですので、雪や氷の上
では滑ることがあります。
　したがって、耐滑靴といえども、冬期の屋外使用では注意が必要と
なります。

（出典：厚生労働省「職場のあんぜんサイト」）

⑥冬期における転倒防止対策
《スノーシーズン間近》

冬期における安全運行特集
　

大
雪
に
よ
る
交
通
事
故
や
ス
リ
ッ
プ
、
立
ち
往
生
な
ど
が
発
生
し
た
場

合
、
周
辺
道
路
の
大
渋
滞
を
招
き
、
迂
回
路
の
な
い
地
域
で
は
大
混
乱

を
来
し
ま
す
。
降
雪
地
域
を
運
行
す
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん

に
は
、
こ
の
時
期
に
ふ
さ
わ
し
い
雪
道
対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
こ
れ
か
ら
や
っ
て
く
る
冬
に
向
け
て
、
降
雪
時
・

積
雪
時
に
お
け
る
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

１
出
発
前
の
準
備

・
降
雪
地
域
を
運
行
す
る
と

き
は
︑
交
通
規
制
や
事
故
な

ど
に
よ
り
渋
滞
が
予
測
さ
れ

ま
す
か
ら
︑
早
め
の
給
油
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
︒

・
出
発
前
に
は
︑
運
行
地
域

の
気
象
や
道
路
の
情
報
を
収

集
し
︑
降
雪
や
積
雪
が
予
想

さ
れ
る
と
き
は
︑
車
両
点
検

時
に
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
や
携

行
品
な
ど
も
し
っ
か
り
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う︵
図
１
︶︒

２
走
行
時
の
注
意

・
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
な

ど
の
冬
用
タ
イ
ヤ
を
装
着
し

て
い
て
も
︑
過
信
は
禁
物
で

す
︒
雪
道
は
滑
る
道
で
す
か

ら
︑
速
度
を
落
と
す
と
と
も

に
車
間
距
離
も
十
分
に
と
り

ま
し
ょ
う
︒

・
交
差
点
に
接
近
す
る
と
き

は
信
号
を
よ
く
確
認
し
︑
赤

信
号
や
黄
信
号
の
場
合
は
早

め
に
減
速
し
て
︑
交
差
点
手

前
で
余
裕
を
も
っ
て
停
止
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
︒

・
地
吹
雪
で
前
方
が
見
え
な

い
と
き
は
決
し
て
無
理
を
せ

ず
︑
す
ぐ
に
安
全
な
場
所
に

避
難
し
て
様
子
を
み
ま
し
ょ

う
︒

・
雪
が
な
い
場
合
で
も
路
面

が
凍
結
し
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
︒
と
く
に
早
朝
の
時

間
帯
や
︑
橋
の
上
や
ト
ン
ネ

ル
の
出
入
口
な
ど
凍
結
し
や

す
い
場
所
で
は
減
速
し
ま
し

ょ
う
︒

・
雪
道
の
カ
ー
ブ
や
下
り
坂

は
ス
リ
ッ
プ
し
や
す
い
の
で
︑

速
度
に
注
意
し
て
慎
重
な
運

転
操
作
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
︒

・
雪
道
で
は
歩
行
者
や
自
転

車
も
ス
リ
ッ
プ
し
て
転
倒
す

る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
︒

側
方
を
通
過
す
る
と
き
は
︑

速
度
を
落
と
し
側
方
間
隔
を

十
分
に
と
り
ま
し
ょ
う
︒

・
チ
ェ
ー
ン
装
着
の
指
示
が

出
さ
れ
た
場
合
な
ど
タ
イ
ヤ

チ
ェ
ー
ン
装
着
が
必
要
に
な

っ
た
と
き
は
︑
早
め
に
装
着

し
ま
し
ょ
う
︒

３�

タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
準
備
と

装
着

　

降
雪
に
見
舞
わ
れ
た
と
き

や
積
雪
し
た
路
面
で
は
︑
安

全
な
場
所
で
早
め
に
タ
イ
ヤ

チ
ェ
ー
ン
を
装
着
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
︵
図
２
︶︒

　

タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
装
着

す
る
と
き
は
︑
チ
ェ
ー
ン
の

緩
み
や
ゴ
ム
バ
ン
ド
の
フ
ッ
ク

へ
の
掛
け
忘
れ
な
ど
（
チ
ェ
ー

ン
の
脱
落
︑
チ
ェ
ー
ン
の
摩
耗

・
損
傷
の
原
因
に
な
る
）
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
︒

　

な
お
︑
確
実
な
チ
ェ
ー
ン

の
装
着
を
行
う
た
め
に
︑
事

前
に
装
着
練
習
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
︒

４
け
ん
引
ロ
ー
プ
の
使
い
方

　

雪
道
で
う
っ
か
り
路
肩
に

寄
り
過
ぎ
て
ス
タ
ッ
ク
し
て

し
ま
っ
た
場
合
︑
周
り
に
他

の
ト
ラ
ッ
ク
が
い
る
よ
う
で

あ
れ
ば
︑け
ん
引
ロ
ー
プ
（
ワ

イ
ヤ
ー
）
で
引
っ
張
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
脱
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
︒

　

大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
は
︑
車

両
の
前
後
に
﹁
け
ん
引
フ
ッ

ク
﹂
を
備
え
て
い
ま
す
︒﹁
フ

ロ
ン
ト
・
け
ん
引
フ
ッ
ク
﹂

は
︑
カ
バ
ー
で
覆
わ
れ
︑
通

常
の
状
態
で
は
見
え
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
︒
図
３
の
よ

う
に
カ
バ
ー
を
取
り
外
し
て

使
用
し
ま
し
ょ
う
︒

図３　フロント・けん引フックカバーの取り外し

図 1　降雪地域走行時の必需品

図２　タイヤチェーンの装着位置

降
雪
時
・
積
雪
時
に
お
け
る

事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

（
出
典
：
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
「
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
研
修
テ
キ
ス
ト
」
な
ど
）
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▼
平
日
の
早
朝

の
東
京
駅
構

内
︑
四
方
八

方
か
ら
人
々

が
︒
我
先
に
と

目
的
地
へ
の
乗
り
換
え
に
急
ぐ
人
︑
東
京
駅
で

下
車
し
て
改
札
口
へ
向
か
う
人
︑
観
光
地
へ
移

動
す
る
多
数
の
外
国
人
も
巻
き
込
ん
で
︑
異

常
な
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
︒
時
に
肩
が
ぶ

つ
か
り
︑
革
靴
が
踏
ま
れ
︑
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ

に
足
を
取
ら
れ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な
が

ら
︑
先
を
急
ぐ
私
自
身
が
集
団
に
飲
み
込
ま

れ
て
い
き
ま
す
︒
▼
こ
れ
は
︑
東
京
駅
だ
け
に

限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
︑
都
内
の
主
要
駅
で
見

ら
れ
る
日
常
的
な
出
来
事
で
す
︒
一
説
に
︑﹁
１

日
最
低
30
人
の
人
間
と
接
す
れ
ば
対
人
関
係

の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
る
﹂
と
言
い
ま
す
︒
そ
の

点
で
は
あ
る
意
味
︑
都
心
に
通
う
人
々
は
逞

し
く
も
あ
り
毎
日
が
刺
激
的
で
す
︒
▼
い
く
つ

も
の
階
段
︑
最
寄
り
駅
か
ら
職
場
ま
で
の
徒

歩
︑
ま
た
は
自
転
車
の
ペ
ダ
ル
を
ひ
た
す
ら
踏

ん
で
と
︑
１
日
を
通
算
す
る
と
か
な
り
の
歩
数

を
重
ね
て
い
ま
す
︒
知
ら
ず
知
ら
ず
に
一
定
の

体
力
が
備
わ
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
︒

ま
た
︑
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
集
団
が
通
り
過
ぎ
た
あ

と
︑
構
内
の
通
路
に
ハ
ン
カ
チ
や
手
袋
が
落
ち

て
い
る
の
は
何
故
で
し
ょ
う
か
︒
実
に
不
思
議

な
出
来
事
で
す
︒
▼
構
内
に
あ
る
蕎
麦
屋
や

パ
ン
屋
で
朝
食
を
済
ま
せ
︑
戦
場
へ
向
か
う

人
々
の
引
き
締
ま
っ
た
顔
︑
片
や
朝
か
ら
昨

夜
の
疲
れ
を
ひ
き
ず
っ
た
顔
︑﹁
駅
＝
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
﹂
に
は
︑
人
間
ド
ラ
マ
が
い
っ
ぱ
い
詰

ま
っ
て
い
ま
す
︒
一
人
ひ
と
り
が
ド
ラ
マ
の
主

役
で
あ
り
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
ド
ラ
マ
を
演
出
し
て

い
ま
す
が
︑
誰
一
人
彼
ら
の
結
末
を
知
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
︒
▼
夜
の
と
ば
り
が
降
り
る

頃
︑
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
赤
煉
瓦
造
り
の
東

京
駅
は
幻
想
的
で
︑
し
ば
し
心
が
癒
さ
れ
ま

す
︒
１
日
の
ド
ラ
マ
を
終
え
て
家
路
に
着
く

人
々
を
温
か
く
迎
え
る
駅
舎
は
︑
ま
る
で
大

き
な
暖
炉
の
よ
う
で
す
︒
▼
紅
葉
の
便
り
が

各
地
か
ら
届
き
な
が
ら
も
︑
今
年
は
秋
の
気

配
を
感
じ
る
間
も
な
く
一
気
に
冬
の
入
口
に
差

し
掛
か
り
ま
し
た
︒
寒
さ
の
訪
れ
と
と
も
に

人
恋
し
く
物
悲
し
い
季
節
で
す
︒
▼
統
計
で

は
︑﹁
人
が
一
生
に
何
ら
か
の
接
点
を
持
つ
人

が
３
万
人
︑
学
校
・
職
場
や
地
域
な
ど
で
関

係
が
出
来
る
人
が
３
千
人
︑
そ
の
中
で
会
話

を
伴
う
人
が
３
百
人
︑
友
人
と
な
る
人
が
30

人
︑
親
友
と
呼
べ
る
人
が
３
人
﹂
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
︒
あ
く
ま
で
も
推
計
値
で
す
が
︑
何
で

も
話
せ
る
親
し
き
人
と
出
逢
え
る
確
率
は
︑

何
と
も
天
文
学
的
な
数
字
で
す
︒
▼
雑
踏
の

中
で
肩
が
接
触
し
て
も｢

す
み
ま
せ
ん｣

の
一

言
を
返
せ
ば
︑
他
人
同
士
で
あ
っ
て
も
︑
お
互

い
１
日
を
気
持
ち
よ
く
送
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
︒
江
戸
時
代
の
武
士
の
言
葉
を
借

り
れ
ば｢

ひ
ら
に｣

で
済
む
の
で
し
ょ
う
︒
▼

職
場
ま
で
の
毎
日
異
な
る
通
勤
模
様
を
︑
実

は
楽
し
み
な
が
ら
も
︑
江
戸
時
代
２
６
０
年
に

存
在
し
た
約
３
０
０
藩
と
言
わ
れ
る
藩
政
の
一

部
で
訓
示
と
な
り
︑
武
家
社
会
の
体
制
整
備

の
象
徴
と
さ
れ
た｢

精
励
恪
勤
（
せ
い
れ
い
か

っ
き
ん
）｣

に
な
ら
い
︑
日
々
頑
張
る
の
み
で

す
︒
そ
う
言
い
な
が
ら
も
﹁
面
妖
﹂
な
出
来

事
の
毎
日
に
戸
惑
い
な
が
ら
︑
立
身
出
世
を

夢
見
た
強
者
ど
も
に
あ
や
か
り
た
い
も
の
で

す
︒
戦
国
時
代
は
強
い
者
が
︑
賢
い
者
が
下

克
上
に
よ
り
実
際
に
一
国
の
城
主
に
成
り
得
る

こ
と
も
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒
▼
し
か

し
︑時
代
は
大
き
く
変
革
し
ま
す
︒
例
え
ば
︑

山
形
県
庄
内
地
方
の
海
坂
藩
御
蔵
役
の
井
口

清
兵
衛
は
︑
夕
暮
れ
時
の
終
業
を
告
げ
る
太

鼓
の
音
と
と
も
に
︑
同
僚
の
誘
い
を
全
て
断
り

家
路
に
着
き
︑
家
事
と
内
職
に
追
わ
れ
︑
何

の
変
哲
も
な
い
生
活
の
繰
り
返
し
の
日
々
︒

清
貧
に
耐
え
な
が
ら
も
剣
術
を
研
き
︑
藩
の

窮
地
を
救
う
︑と
い
う
藤
沢
周
平
の
人
気
小
説

﹃
た
そ
が
れ
清
兵
衛
﹄
が
一
つ
の
例
で
す
︒
安

寧
の
江
戸
時
代
で
は
時
間
に
縛
ら
れ
︑
藩
に

忠
誠
を
誓
う
こ
と
が
お
家
存
続
の
道
で
し

た
︒
下
克
上
な
ど
と
は
無
縁
の
世
界
︑
立
身

出
世
そ
れ
は
夢
の
ま
た
夢
で
し
た
︒
▼
現
在

の
世
は
と
言
う
と
︑﹁
自
身
の
地
道
な
積
み
重

ね
を
ど
こ
か
で
誰
か
が
き
っ
と
見
て
い
る
﹂
と

信
じ
て
励
む
ば
か
り
で
す
︒
城
主
の
意
を
受

け
︑
手
足
の
如
く
働
く｢

股
肱
の
臣
（
こ
こ

う
の
し
ん
）｣

を
目
標
に
前
進
し
た
い
も
の
で

す
︒
▼
今
年
も
あ
と
40
日
余
り
と
な
り
ま
し

た
︒
今
年
１
年
の
活
躍
を
収
支
に
例
え
る
な

ら
︑
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ど
ち
ら
に
転
じ
る
か
は

各
々
の
心
の
持
ち
方
次
第
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
！ 

（
山
崎
薫
）

2016・11・15

こ
ち
ら
広
報
室
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トラガールファイル

トラスコ中山㈱�プラネット山陽
岡山支店�丸島�潤�センター長

藤森運輸㈱本社営業所
藤森�大輔�所長

　トラック運送業界で様々な
仕事に携わる女性をとりあげ
るこのコーナー。第11回目は、
「2トン車ドライバー（ルート
配送）」のお仕事です。藤
森運輸㈱（岡山県倉敷市）
の幡司沙菜さんが登場します。

第１１回 「2トン車ドライバー（ルート配送）」幡司 沙菜さん（藤森運輸㈱・岡山県）

4:00
出社。アルコールチェックとIT点呼、車両点検（写真①）
を行ってから出発（写真②）。タイヤの点検は、ナットの緩
みや振動を感じやすいように素手で行っている。

5:00
積み込み先であるトラスコ中山㈱・岡山支店に到着。午
前と午後の２回行う配達のうち、まず午前の便の準備から
開始。倉庫から続 と々届く商品を、検品・仕分けをしなが
ら積み込んでいく（ close-up! に別掲）。

6:00
午前の便の配送へ出発。

6:50
倉敷市内にある1軒目の配送先へ到着し、荷渡し（写真
③）。

10:00
配送を終え、いつも立ち寄るコンビニエンスストアでお気に
入りのパンやおにぎりを買って、ごはん休憩。

10:40
午後の便の検品・仕分け・積み込みを開始。

12:00
午後の便の配送へ出発（写真④）。午前の便と同様、配
送先を順番に回っていく。

15:30
帰社。アルコールチェック（写真⑤）、車両点検、洗車を
済ませ、運行管理者に1日の業務報告を行う。

16:00
タイムカードを押して退社（写真⑥）。

幡司さんのある１日の仕事の流れ

祖母・母と親子３代でドライバー!　
「トラック運送業界で一生働き続けたい」

・祖母は元ダンプや冷蔵車のドライバー、母は元大型バス運転手とい
う親子３代のドライバー家系。「今までアパレルや医療事務の仕事を
してきたのですが、ある時『私の天職はトラックドライバーだ』と気
付き、一念発起して大型免許とフォークリフト免許を取得しました」。

・趣味は喫茶店めぐり。「ふわふわのパンケーキが食べられるようなお
しゃれなカフェではなく、おじいちゃんおばあちゃんに混ざって、昔な
がらのホットケーキが食べられるような純喫茶が大好きです。休日は
喫茶店のハシゴをして過ごします」。

・今後の目標は、トラック運送業界の仕事を一生続けること。「これか
らいろいろな資格をどんどん取得して、ドライバーとしてでも、運行
管理者としてでも、どんな形でもいいので、トラック運送業界の仕事
を一生続け、この会社に骨を埋めたいです。同時に、車を買ったり、
結婚・出産をしたり、家を建てたりと、仕事でも、プライベートでも、
ステップアップし続けたいと思っています」。

 担当業務：ルート配送
 勤続年数： 1 年 7か月
 取得資格：�大型自動車免許、フォーク

リフト運転技能講習修了

幡
司
さ
ん
は
こ
ん
な
人
！

　幡司さんの最大の長所
は、とにかく根性と向上心が
あるところです。初任研修で
は、リフトやバック駐車など、
苦手なポイントについてとこ
とん練習し、課題を克服して

から現場に出てもらいました。朝も早く、大変な仕
事だと思いますが、本当に頑張ってくれています。
幡司さんが今乗務しているハイブリッドトラックには、
彼女も入れて過去３人のドライバーが乗務していま
すが、幡司さんがいちばん燃費の成績がよく、運
転技術は今も向上し続けています。
　また、社内のソフトボールチームでは、セカンドを
守っており、仕事で見せてくれるようなガッツを、試
合でも存分に発揮してくれています。試合中に見事
なヘッドスライディングを決めた時などは、こちらがヒ
ヤヒヤするほどでしたが（笑）、何に対しても全力な
ところが彼女の持ち味といえます。

　当センターでは、弊社取
扱アイテム135万点のうち、
２階～９階まである倉庫にス
トックされた商品を、お客様
の注文に基づいてお届けし
ています。 商品も幅広く、
数 gしかない小さな部品から、重さ20kg 以上もあ
る組立式シェルフのようなものまで取り扱っていま
す。幡司さんには、水島（倉敷市）・早島（都窪郡）
エリアについて、午前と午後の１日２回配送をする
仕事を担当してもらっています。幡司さんは「商品
を覚えるのに苦労した」と言っていましたが、商品
の覚えもとても早かったですし、お客様からのクレー
ムなども全くなく、非常に正確な仕事をしてくれてい
ます。小物が複数点発注された時などは、検品の
際に種類ごとにきれいにビニール袋にまとめてくれて
います。そうした部分に、女性でこその感覚と、彼
女ならではの心配りを感じますね。

エレベーター
から降りてくる
ロールボックス
パレットを受け
取り、仕分け
を行うスペー
スへと移動さ
せる。

バーコードリー
ダーで読み取っ
た検品数が確認
できる「出荷進
捗モニター」で
最終確認。進捗
状況が 100％に
なったのを確認
して、作業完了。

積み込み。配
送ルートで回っ
ていく順番を
考慮しながら、
荷台へ丁寧に
荷物を積み込
んでいく。

配送先ごとに荷物
をまとめていく。
商品の重さや大き
さを見て、「運搬
時に破損が生じな
いように」「お客
様が一目で内容物
が分かるように」
と心がけている。

商品のバーコー
ドを専用のリー
ダ ー で 読 み 込
む。画面には、
商品内容と注文
数が表示される
ので、数量を確
認して検品数を
入力していく。

同じ発着場を
利用するドライ
バー４人で協
力しながら仕
分け作業を行
い、自分の担
当コースの荷
物をトラックの
近くへと運ぶ。

1
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幡司さんは日々、どのような「トラガールのお仕事。」に携わっ
ているのでしょうか。お仕事に 1日密着させていただきました。

①

②

④

③
⑥

⑤

藤森　元則
代表取締役

藤森運輸株式会社
［代表取締役　藤森 元則］

本社所在地� 岡山県倉敷市児島田の口7-6-19
資本金� 2,000 万円
設立� 昭和 37 年
従業員数� 105人（ドラｲバー67人、うち女性１人）
車両数� 86 台

「若いドライバーを育てたい」
～新卒者や女性を積極的に採用・育成～

藤森社長に
訊く！

　当社の採用は、社員からの紹介やホームページからの応募が多く、「若いド
ライバーを育てたい」という強い思いがあり、新卒採用も行っています。免許
の取得に関しては、３年以上の在籍を条件に取得費用の半額を補助していま
す。幡司さんは、大型免許を取得してから入社してきてくれました。就職活動
中には未経験の女性だからという理由で断られ続け、苦労をしたそうですが、「絶対にトラ
ックドライバーになりたい」というその気概に強い感銘を受けましたし、当社には幸いトラスコ
さんのルート配送業務がありましたので、「この仕事であれば初めての業務としても取り組み
やすいだろう」ということで、入社当初から
この仕事を担当してもらっています。仕事
内容も、燃費成績も、体力も、お客様から

の評判も申し分ないので、近い将来４トン車、大型車の乗務へとステッ
プアップしていってもらいたいですね。彼女がドライバーとして活躍する
姿が、当社の今後の女性採用に繋がっていくと思うので、今後、さらに
女性が働きやすい環境や仕事を整備・創出していきたいと考えています。

幡
は た し

司 沙
さ な

菜さん

荷主の声 上司の声

close-up! こまやかな心遣いが光る検品・仕分け・積み込み作業 !
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